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[使用上の注意]" 

ひ)副作用' 

(まれに：13.1ぉ未満，ときに：（！. 1～ 

5^未満，副詞なし：5ぉ以上又は頻 

度不明） 

0消化器/まれに便秘，腹部膨満感，下 

痢，ロ渴，嘔気，腹痛等があらわれる 

こと力、'ある。 

2〕肝赚ノときに00丁， （^丁が軽度に上昇 

レレ 

胃炎，胃潰瘍にセルベックス 
することがある。 

3〉精神神経系/まれに頭痛等があらわ 

れること力、'ある。 

め過敏症ズまれに発痊，瘙痒感等があら 

われることがあるので，このような症状が 

あらわれた場合には投与を中止すること。 

5)その他ズまれに総コレステロールの上 

昇，眼瞼の発赤'熱感があらわれるこ 

とがある。 

は)高齢者への投与 

一般に高齢者では生理機能が低下 

してし、るので成量するなど注意すること。 

ほ)妊婦への投与 ~ 

妊娠中の投与に関する安全性は確立 

していないので，妊婦又は妊娠してい 

る可能性のある婦人には，治療上の 

胃炎：急性胃炎，悵性胃炎の急性増悪期 

有益性が危険性を上回ると判断され 

る場合にのみ投与すること。 

(屮小児への投与 

小児に対する安全性は確立していな 

、（使用経験がない）。 
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一
(二
月
十
七
日
、
111̂
6
 

；
題
︱
︱
胃
集
検
は
，
 

；
よ
う
に
語
っ
た
。
「
集
" 

！
。
も
つ
と
地
域
に
応
じ
. 

を
推
進
す
ベ
き
だ
。
登
！
 

へ
な
い
」
と
語
っ
た
。
以
下
 

上
げ
て
、
せ
め
て
受
診
率
を
九
 

〇
冗
以
上
に
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
 

だ
。
年

目̂
標
を
決
め
て
、
じ
り
 

じ
り
と
上
げ
て
行
く
こ
と
が
大
 

切
。
集
検
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
ど
 

う
打
破
す
る
か
だ
。
 

受
診
者
か
ら
み
た
胃
検
診
 

直
接
精
検
希
望
者
の
増
加
が
 

見
ら
れ
る

一
方
、
集
検
へ
の
不
 

信
も
あ
る
。
そ
れ
が
受
診
固
定
 

化
層
の
増
加
の

一
因
に
も
な
つ
 

て
い
る
。
多
項
目
検
診
を
取
り
 

入
れ
る
と
か
休
日
検
該
を
行
う
 

な
ど
、
集
検
の
啓
発
方
法
を
考
 

え
直
す
こ
と
も
。
ま
た
、
高
齡
化
 

社
会
の
進
展
で
、
高
鈴
者
に
罹
 

患
者
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
 

ら
、
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
行
 

く
力
た
 

集
検
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
 

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
方
法
の
 

胃
検
診
Iい
わ
ゆ
る
金
太
郎
 

飴
で
は
な

く
、
地
方
の
特
性
に
 

応
じ
た
方
法
を
採
用
で
き
な
い
 

か
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
工
学
的
手
 

法
に
よ
る
集
検
統
計
の
必
要
も
 

問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
肝
機
能
 

が
異
常
値
を
示
さ
な

け
れ
ば
、
 

肝
臓
は
異
常
な

し
と
判
断
さ
れ
 

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
 

ョ
じ
V
抗
体
陽
性
者
の
な
か
に
 

は
、
あ
る
時
点
で
肝
機
能
は
正
 

常
と
な
っ
て
も
、
年
の
単
位
で
 

み
て
い
く
と
異
常
値
が
観
察
さ
 

れ
る
人
が
か
な
り
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
逆
に
、
肝
機
能
が
ほ
と
 

ん
ど
つ
ね
に
正
常
な
；
I：
じ
乂
抗
 

休
陽
性
者
の
な
か
に
は
、
詳
し
 

い
検
査
を
す
る
と
、
実
際
に
は
 

ウ
ィ
ル
ス
が
存
在

し
な
い
人
が
 

意
外
に
多
く
い
る
こ
と
が
最
近
 

判
つ
て
き
ま
し
た
。
 

私
は
、
こ
う
い
う
ウ
ィ
ル
ス
 

が
実
際
に
は
存
在

し
な
い
と
考
 

え
ら
れ
る
人
達
に
安
心
感
を
与
 

え
る
こ
と
も
検
診
の
大

き
な
役
 

割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
、
例
え
ば
、
住
民
 

検
診
が
い
く
ら
簡
単
な
ス
ク
リ
 

Iぐ
八
番
目
に
な
つ
て
い
る
。
 

，
人
口
密
度
四
番
目
 

平
成
七
年

国
勢
調
査
の
人
口
 

に
基
づ
く
我
が
国
の
人
口
密
度
 

は
三
三
七
人
ズ
；
|で
、
国
際
連
 

合

の

推

計

に

よ

る

世

界

平

均
 

(四
一
一
人
\1
丫
の
八
倍
に
な
 

つ
て
い
る
。
同
推
計
に
よ
る
各
 

国
の
入
口
密
度
は
、
人
口
一
、
〇
 

0
0万
以
上
の
国
の
中
で
は
、
 

我
が
国
の
人
口
密
度
は
、
パ
ン
 

グ

ラ

デ

イ

シ

ュ

(
八

六

三

人

\ 

國
韓
国
(四
五
三
入
ズ
：
！
) 

オ
ラ
ン
ダ
(三
八

0人
/：
!)に
 

次
い
で
、
四
番
目
に
な
っ
て
い
 

る
。
 

三
百
万
人
以
上
十
都
道
府
県
 

平
成
七
年

国
勢
調
査
に
よ
る
 

人

口

を

都

道

府

県

別

に

見

る
 

と
、
東
京
都
が
一
、
一
七
七
万
人
 

と
最
も
多
く
、
以
下
、
大
阪
府
 

(
八

八

〇

万

入

)
、

神

奈

川

県
 

(八

一
一
五
万
人
)、
愛
知
県
(六
 

八
七
万
人
)
埼
玉
県
(
六
七
六
万
 

人
)、
千
葉
県
(五
八

0
万
人
)、
 

北
海
道
(
五
六
九
万
人
)
、
兵
庫
 

県
(五
四

0万
人
)、
福
岡
県
(四
 

九
三
万
人
)、
静
岡
県
(三
七
四
 

万
人
)と
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
 

十
都
道
府
県
が
三

0
0万
人
以
 

上
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他

一
一
 

〇
〇
万
人
台
が
九
府
県
、
一
〇
 

〇
万
人
台
が
一
二
県
、
一
〇
〇
 

人
未
満
が
七
県
ぁ
リ
、
鳥
取
県
 

の
六

一
万
人
が
最
も
少
な
い
 

世
帯
数
は
七
，
四

増̂
加
 

平
成
ヒ
年

国
勢
調
査
に
よ
る
 

我
が
国
の
世
帯
数
は
四
、
四

0
 

七
万
世
帯
で
平
成
一
一
年
に
比
べ
 

て
三
〇
四
万
世
帯
増
で
、
率
に
し
 

て
七
，
四
X増
加
し
た
。
 

世
帯
数
の
増
加
率
は
昭
和
四
 

十
五
年
〜
五
十
年
に
は
一
一
，
 

〇
冗
、
五
十
〜
五
十
五
年
に
は
 

六
.八
冗
、
五
十
五
年
〜
六
十
年
 

に
は
五
，
九
冗
と
低
下
し
て
い
 

た
。
昭
和
六
十
年
〜
平
成
一
一
年
 

に
は
七
丄
ハ
冗
と
上
昇
し
た
が
、
 

一
一
年
〜
七
年
に
は
七

四̂
冗
と
 

や
や
低
下
し
た
。
平
成
二
年
 

〜
平
成
七
年
の
世
帯
数
の
伸
び
 

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
人
口
の
 

伸
び
を
上
回
っ
て
い
る
。
 

そ
の
結
果
、

一
世
帯
当
た
り
 

の
人
員
は
、
昭
和
六
十
年
に
は
 

三
，
一
七
人
、
平
成
一
一
年
に
は
 

三
-一
人
、
七
年
に
は
二
.八
五
 

入
と
減
少
を
続
け
た
。
 

た
は
こ
の
自
動
 

、
台
ノ
せ
1
の
販
売
時
 

^
 

が̂
四
月
か
ら
短
 

パ
透

一
縮
さ
れ
る
こ
と
に
 

//(̂
な
っ
た
。
こ
れ
は
 

全
国
た
ば
こ
販
壳
協
同
組
合
連
 

合
会
(
嶋
崎
均
会
長
)
が
こ
の
ほ
 

ど
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
、
 

遅

き

に

失

し

た

憾

は

あ

る
 

が
、
規
制
し
な
い
よ
り
は
し
た
 

方
が
よ
い
。
 

た
ば
こ
の
自
動
販
売
機
は
全
 

1
1
に
約
五
十
万
台
あ
る
。
う
ち
 

三
十
五
万
台
は
屋
外
に
設
置
さ
 

れ
て
い
る
。
年
間
の
た
ば
こ
の
 

総
売
上
げ
は
約
三
兆
五
千
億
 

円
。
こ
の
う
ち
五
割
か
ら
六
割
 

が
自
販
機
に
よ
る
も
の
だ
。
 

こ
ん
ど
の
規
制
は
午
後
十
一
 

時
か
ら
午
前
五
時
の
間
だ
。
従
 

つ
て
小
.中
.高
校
生
が
活
動
し
 

て
い
る
時
間
帯
で
は
な
い
。
「
深
 

夜
だ
け
で
は
効
果
は
疑
問
だ
」
 

と
い
う
教
育
者
も
い
る
。
こ
れ
 

ま
で
の
よ
う
に
対
面
販
売
だ
つ
 

た
ら
、
小
.中
学
生
が
買
う
と
い
 

う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
 

子
ど
も
は
昼
間
で
も
自
由
に
 

買
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
嘲
 

を
込
め
て
「
児
童
販
売
機
」
と
も
 

呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
酒
で
 

も
同
様
で
あ
る
。
 

生
徒
の
禁
煙
問
題
に
取
組
ん
 

で
い
る
川
崎
市
の
柿
生
高
校
の
 

森
繁
久
教
諭
(
本
誌
で
も
前
に
 

取
上
げ
た
)は
「
缶
ジ
ュ
︱
ス
を
 

買
う
よ
う
な
感
覚
で
た
ば
こ
を
 

買
っ
て
い
る
。
未
成
年
の
喫
煙
 

防
止
を
言
う
な
ら
、
店
の
中
に
 

自
販
機
を
置
い
て
、
大
人
が
チ
 

ヱ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
 

だ
」
と
話
し
て
い
る
。
 

た
ば
こ
が
、
今
、
わ
が
国
で
急
 

増
し
て
い
る
が
ん
に
寄
与
し
て
 

い
る
割
合
は
約
三
〇
冗
と
い
う
 

デ
︱
タ
も
あ
る
。
体
の
基
本
構
 

造
が
十
分
に
は
で
き
て
い
な
い
 

小
，
中
.高
校
生
時
代
に
喫
煙
を
 

覚
え
る
と
、
そ
の
影
響
は
一
一
十
 

代
、
三
十
代
に
な
つ
て
か
ら
、
た
 

ば
こ
を
覚
え
た
入
と
は
比
較
に
 

な
ら
な
い
程
大

き
い
と
い
う
。
 

が
ん
は
、
三
十
年
、
四
十
年
経
 

つ
て
か
ら
、
徐
々
に
表
わ
れ
て
 

く
る
。
"成
人
病
"と
い
わ
れ
る
 

所
以
だ
。
少
な

く
と
も
「
一
一
十
歳
 

未
満
者
の
禁
煙
」
に
つ
と
め
る
 

べ
き
だ
。
一
考
を
願
う
。
 

入
 

本
年
か
ら
、
世
話
人
代
表
、
市
 

川
平
三
郎
先
生
の
代
行
と
し
て
 

仕
事
を
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
私
は
、
平
成
！
：

:̂ 

一
一
月
か
ら
内
科
部
長
と
し
て
附
 

厲
病
院
に
戻
り
ま
し
た
の
で
、
 

そ
れ
ま
で
五
年
間
無
我
夢
中
で
 

取
り
組
ん
で
い
た
検
診
業
務
と
 

は
し
ば
ら
く
緑
が
な
い
も
の
と
 

考
え
て
お
り
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
今
度
は
、
市
川
先
 

生
の
代
行
を
努
め
ろ
と
い
う
諸
 

先
辈
か
ら
の
お
薦
め
と
圧
力
の
 

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
病
院
の
 

業
務
と
は
異
質
で
す
が
、
き
わ
 

め
て
責
任
の
重
い
集
検
関
連
の
 

仕
事
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
代
行
と
し
て
の
初
 

世
話
人
代
表
代
行
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
 

仕
事
を
し
て
み
ま
す
と
、
世
話
 

人
の
な
か
に
は
、
同
業
の
諸
先
 

辈
は
じ
め
、
放
射
線
技
師
、
保
健
 

婦
の
皆
さ
ん
な
ど
、
学
会
ゃ
講
 

演
な
ど
を
通
じ
て
ず
い
ぶ
ん
古
 

い

知

り

合

い

が

大

勢

い

る

こ

と
 

が
わ
か
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
放
 

射
線
技
師
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
、
 

共
通
の
話
題
で
し
ば
し
ば
激
論
 

を
交
わ
し
て
い
る
仲
間
で
あ
る
 

こ
と
が
わ
か
り
、
ほ
つ
と
し
て
 

い
る
と
こ
ろ
で
す
、
 

そ
し
て
、
実
際
の
仕
事
を
永
 

鳴

事

務

局

長

の

指

示

に

従

つ
 

て
、
こ
な

し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
 

れ
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
 

は
あ
る
が
、
や
り
遂
げ
る
に
は
 

相
当
の
覚
悟
が
い
る
こ
と
に
気
 

付
き
ま
し
た
。
 

長
 

丸
山
 

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
へ
の
最
初
 

の
メ
ッ
セ
︱
ジ
と
な
る
代
行
と
 

し
て
の
最
初
の
原
稿
を
、
入
魂
 

と
い
う
言
葉
を
キ
︱
ヮ
︱
ド
に
 

し
て
書
き
始
め
る
こ
と
に
し
ま
 

し
た
。
 

こ
の
キ
︱
ヮ
︱
ド
に
は
理
由
 

が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
-そ
 

の
後

一
年
あ
ま
り
、
内
科
で
外
 

来
診
察
を
し
て
み
て
気
が
つ
い
 

た
の
で
す
が
、
住
民
検
診
や
入
 

間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
、
じ
刑
七
肝
 

炎
ウ
ィ
ル
ス
(！
！
じ
〉
)の
抗
体
 

検
査
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
 

な
い
こ
と
で
す
。
 

言
う
ま
で
も
な
い
I」
と
で
す
 

が
、
じ
型
肝
炎
は
、
玆
近
、
肝
細
 

胞
癌
の
超
ハ
イ
リ
ス
ク
群
と
し
 

て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

I
 
二
ン
グ
と
は
い
え
、
こ
れ
に
 

抗
体
の
検
査
が
メ
ニ
ュ
 

1
と
し
て
な
い
の
は
、
魂
が
入
 

つ
て
い
な
い
と
し
か
言
い
よ
う
 

が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

さ
ら
に
、
肝
炎
の
専
門
家
達
、
 

そ
し
て
、
厚
生
省
な
ど
、
情
報
の
 

中
枢
に
い
る
入
達
の
動
き
が
内
 

に
向
き
過
ぎ
て
い
て
、
外
、
つ
ま
 

リ
国
民
に
対
し
て
の
指
導
も
、
 

情
報
の
開
示
も
ほ
と
ん
ど
な
い
 

こ
と
が
八
-後
問
題
に
な
る
と
思
 

才
れ
ま
す
 

者̂
、
行
政
官
の
人
達
に
も
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
魂
を
入
れ
 

て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
 

入
魂
と
い
う
言
葉
は
、
私
の
 

座
右
銘
で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
 

せ
ん
。
今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
 

は
、
こ
の
魂
で
は
な
い
か
、
と
い
 

う
問
い
か
け
を
し
て
い
る
だ
け
 

の
こ
と
で
す
。
 

魂
が
入
ら
な
け
れ
ば
、
正
義
 

は
滅
び
る
と
い
う
論
法
が
成
立
 

す
る
で
し
よ
う
し
、
あ
る
い
は
、
 

魂
は
哀
。
に
匱
き
換
え
る
こ
と
 

も
可
能
で
し
ょ
う
。
 

薬
害
エ
イ
ズ
の
こ
と
が
連
日
 

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
れ
を
 

見
開
き
し
た
印
象
と
し
て
は
、
 

魂
を
何
か
に
壳
渡

し
た
人
達
が
 

た
く
さ
ん
い
た
と
い
う
こ
と
に
 

な
る
で
し
よ
う
。
 

こ
う
い
う
人
達
を
フ
ロ
イ
ド
 

的
に
言
え
ば
、
「
超
自
我
」
が
破
 

壊
さ
れ
て

し
ま
つ
た
人
間
と
い
 

う
こ
と
に
な
る
で
し
よ
う
し
、
 

ま
た
、
そ
の
状
況
を
二 Iチ
ェ
 

の
言
い
方
を
借
り
て
言
え
ば
、
 

「
正
義
は
死
ん
だ
」
の
で
す
。
 

我
々
の
学
会
を
、
正
義
の
た
 

め
に
勇
気
を
も
つ
て
発
言
し
、
 

正
義
の
た
め
の
情
報
を
発
信
す
 

る
拠
点
に
す
る
た
め
に
、
皆
様
 

の
-お
惮
の
な
い
御
意
見
を
お
寄
 

せ
下
さ
い
。
 

第
五
十

一
回
地
方
会
 

集
団
検
診
の
今
日
的
理
 

の
宮
下
美
生
氏
は
次
の
 

法
即
ち
金
太
郎
飴
的
ド
 

た
。
ま
た
、
が
ん
登
録
 

に
つ
い
て
は
何
も
言
ミ
 

目
標
を
ど
こ
に
置
く
か
 

精

度

管

理

指

針

を

発

表

(
昭
 

和
五
十
八
年
、
地
方
会
)し
た
と
 

き
に
寄
せ
ら
れ
た
批
判
は
、
精
 

度

の

目

標

値

を

示

し

て

ほ

し
 

い
、
と
い
う
こ
と
と
、
実
態
に
も
 

と
づ
く
胃
検
診
の
効
果
の
測
定
 

は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
 

ろ
う
か
と
言
う
疑
問
だ
っ
た
。
 

精
度
実
態
調
査
か
ら
学
ん
だ
こ
 

と
は
、
目
的
地
だ
け
が
分
か
つ
 

て
い
て
、
地
図
や
航
路
を
持
た
 

な
い
旅
路
の
よ
う
な
も
の
だ
つ
 

た
。
そ
の
時
は
、
と
り
あ
え
ず
お
 

実
的
な
目
標
値
を
持
つ
こ
と
の
 

必
要
性
だ
つ
た
。
 

技
術
的
に
現
実
の
限
界
を
 

突
破
で
さ
る
か
 

集
検
受
診
者
の
頭
打
ち
、
集
 

検
無
意
味
論
な
ど
が
台
頭

し
て
 

い
る
。
従
っ
て
集
検
徙
事
者
も
 

無
気
力
化
し
て
い
る
。
停
滞
し
 

て
い
る
状
況
を
打
破
し
、
更
な
 

る
前
進
の
気
慨
が
乏
し
く
な
つ
 

て
い
る
。
精
検
受
診
率
の
低
い
 

所
は
、
一
年
一
年
；
：
：
標
を
押
し
 

じ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

田

冃
 

延
び
ら
れ
か
」
で
司
会
 

快
は
ど
一
】
で
も
同
じ
方
 

に
特
性
を
生
か
す
ベ
き
 

録
が
な
け
れ
ば
、
が
ん
 

は̂
そ
の
要
点
で
あ
る
。
 

あ
ろ
う
。
ま
た
、
品
質
管
理
の
手
 

法
も
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ
 

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

行
政
の
役
割
 

成
人
病
検
診
管
理
指
導
協
議
 

会
の
活
性
化
を
図
り
、
有
名
無
 

実
で
な
く
す
る
。
ま
た
、
成
人
登
 

録
評
価
部
会
全
国
協
議
会
を
つ
 

く
り
、
が
ん
情
報
解
析
事
業
を
 

盛
ん
に
す
る
。
年
度
計
画
の
作
 

成
や
指
導
は
行
政
の
役
目
で
あ
 

る
。
さ
ら
に
住
民
検
診
と
職
域
 

検
診
の
総
合
調
整
も
。
 

学
会
の
役
割
 

関
東
屮
^
越
地
方
会
全
体
の
 

実
態
調
査
を
行
え
る
の
は
行
政
 

で
は
な

く
、
本
地
方
会
の
み
で
 

あ
る
。
精
度
管
理
指
針
を
改
訂
 

し
-集
検
の
目
標
を
示
す
な
ど
 

や
や
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
集
 

検
に
つ
い
て
実
質
的
活
動
を
起
 

こ
す
こ
と
が
急
が
れ
る
。
 

特
に
、
が
ん
登
録
の
推
進
。
こ
 

れ
な

く
し
て
は
、
が
ん
の
実
態
 

も
分
か
ら
な
い
。
が
ん
登
録
が
 

実
施
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
が
ん
 

に
つ
い
て
も
の
が
言
え
る
の
で
 

あ
る
。
 

総
勢
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
 

七
年

国
勢
調
査
の
速
報
を
発
表
 

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
わ
が
 

国

の

人

口

は

|
憶

二

、

五

五

七
 

万
人
で
、
平
成
二
年
〜
七
年
の
 

五
年
間
に

一
九
六
万
人
増
加
、
 

増
加
率
は

一
，
六
X
で
戦
後
最
 

低
②
東
京
都
が
人
口
減
少
に
転
 

じ
、
そ
の
近
県
の
人
口
増
加
率
 

も
大

き
く
低
下
③
全
国
の
市
町
 

村
で
、
人
口
が
増
加
し
た
の
は
 

四
〇
，
三
X
、
減
少
し
た
の
は
五
 

九
^
六
X
で
あ
る
。
 

世
界
で
八
番
目
 

！
3勢
調
査
は
五
年
毎
に
行
わ
 

れ
て
お
り
、
今
回
は
平
成
七
年
 

十
月

一
日
現
在
の
時
点
で
調
査
 

さ
れ
た
。
総
人
口
一
 
億

一
「
五
五
 

七
万
人
は
世
界
の
総
人
口
五
七
 

億
一
、
六
〇
〇
万
人
二
九
九
五
 

年
の
数
値
)の
一
一
二
一
冗
に
当
た
 

る
。
 

入
口
の
多
い
順
で
は
、
①
中
 

国
②
イ
ン
ド
③
ア
メ
リ
カ
合
衆
 

国
④
ィ
ン
ド
ネ
シ
ァ
⑤
ブ
ラ
ジ
 

ル

⑥

ロ

シ

ア

⑦

パ

キ

ス

タ

ン

に
 

2880、
お
達
.̂
 

：
奮
8。
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第
八
回
消
化
管
撮
影
研
究
会
〈
|月
二
十
七
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
 

京
本
社
大
ホ
Iル
)
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
検
診
の
現
状
と
今
後
の
あ
 

り
方
」
に
つ
い
て
、
二
市
北
蒲
原
郡
総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
I田
中
芳
 

文
氏
は
「
発
見
胃
癌
の
う
ち
、
撮
影
技
師
が
透
視
の
時
点
で
発
見
す
る
 

割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
半
面
内
視
鏡
に
よ
り
二
五
X
前
 

後
の
他
部
位
チ
ヱ
ッ
ク
が
存
在
す
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
 

で
あ
る
。
 

癌
発
見
率
"无
以
上
 

当
セ
ン
タ
Iの
胃
検
診
事
業
 

は

昭

和

五

十

年

に

発

足

し

以
 

降
、
~
各
種
の
改
善
を
行
っ
て
き
 

た
。
特
に
、
五
十
八
年
度
以
降
は
 

読
影
医
、
撮
影
技
師
、
保
健
活
動
 

な
ど
の
改
善
を
行
っ
た
結
果
、
 

以
前
は
0

 ，

 一

 一
0冗
前
後
で
あ
 

つ
た
胃
が
ん
発
見
率
は

0 
，

四
 

0
冗
前
後
と
急
激
に
向
上
し
 

た
。
現
在
で
も
な
お
0
三
〇
％
 

前
後
を
維
持
し
、
全
国
平
均
〇
，
 

一
五
冗
に
比
べ
良
好
な
成
績
で
 

あ
る
。
今
回
は
特
に
撮
影
法
の
 

変
遷
と
現
状
、
今
後
の
課
題
に
 

つ
い
て
報
告
す
る
。
 

撮
影
方
法
 

昭
和
五
十
年
か
ら
前
壁
の
粘
 

膜
像
を
含
め
た
六
枚
法
で
行
つ
 

て
き
た
。
五
十
八
年
よ
り
前
壁
 

の
粘
膜
像
を
一
一
重
造
影
像
に
変
 

更
し
た
。
六
十

一
年
か
ら
ハ
イ
 

リ
ス
ク
群
(五
〇
歳
〜
七

0歳
 

の
男
性
)を
設
定
し
、
そ
の
対
象
 

群
に
は
じ
領
域
の
撮
影
に
重
点
 

を
お
き
、
右
側
臥
位
一
一
重
造
影
 

像
.背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
ー
斜
 

位
像
(
振
り
分
け
)
を
加
え
た
八
 

枚
法
と
し
た
。
 

昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
体
位
 

変
換
を
多
く
行
う
た
め
に
、
撮
 

影
順
序
を
変
更
し
、
ま
た
撮
影
 

前
に
右
回
り
一
一
回
転
を
行
い
バ
 

リ
ウ
ム
付
着
の
た
め
の
改
善
を
 

行
つ
た
。
 

平
成
四
年
か
ら
、
ハ
イ
リ
ス
 

ク
群
に
対
し
、
十
枚
撮
影
法
を
 

試
行
し
た
。
そ
の
後
、
過
去
三
年
 

間
の
発
見
胃
が
ん
の
描
出
体
位
 

を
分
析
し
た
結
果
、
平
成
六
年
 

後
半
よ
り
充
盈
像
を
除
い
た
一
一
 

重
造
影
法
舉
独
に
よ
る
七
枚
 

法

、

ハ

イ

リ

ス

ク

群

八

枚

法

に
 

変
更
し
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
濃
度
，
量
 

パ
リ
ウ
ム
一
〇
〇
冗
一
一
〇
〇
 

1の
ゾ
ル
製
品
を
十
一
一
年
間
使
 

用
し
た
。
昭
和
六
十
一
一
年
か
ら
 

一
三

0
冗
の
ゾ
ル
製
品
に
変
え
 

た
。
以
後
平
成
元
年
か
ら
は
粉
 

末
に
変
え
、
一
五
0冗
、
一

六
 

〇
冗
、
一
八
0冗
と
濃
度
を
上
 

げ
、
現
在
は
二
00冗
一
五
0
 

を̂
使
用

し
て
い
る
。
 

発
泡
剤
 

当
初
よ
り
3
 &0を
使
用

し
て
 

い
た
が
、
昭
和
六
十
一
一
年
は
4
 

8
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
は
6
 

お
を
使
用

し
た
。
現
在
は
バ
リ
 

ゥ
ム
は
量
の
減
少
に
よ
り
5
2
3
 

を
使
用

し
て
い
る
。
 

撮
影
機
器
 

ォ
̶
バ
̶
チ
ュ
̶
ブ
方
式
か
 

ら
ア
ン
ダ
ー
チ
ュ
̶
ブ
方
式
に
 

変
え
、
現
在
は
ア
ン
タ
Iチ
ュ
 

Iブ
方
式
3
台
(高
精
細
丁
；
；

 ̂

モ
二
タ
̶
)を
使
用

し
て
い
る
。
 

ま
た
透
視
台
に
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
 

ン
マ
ッ
ト
を
敷
き
高
齢
者
に
も
 

体
位
変
換
が
容
易
に
で
き
る
よ
 

う
に
工
夫
し
て
あ
る
。
 

技
師
読
影
 

昭
和
五
十
八
年
か
ら
技
師
読
 

影
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
 

ル
ム
上
に
撮
影
技
師
コ
̶
ド
を
 

付
け
、
技
師
別
の
成
績
表
を
年
 

度
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
。
 

今
後
の
課
題
 

発
見
胃
が
ん
の
う
ち
、
撮
影
 

技
師
が
透
視
の
時
点
で
発
見
す
 

る
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
る
 

が
、
そ
の
反
面
内
視
鏡
精
検
实
 

施
に
よ
り
一
一
五
X前
後
の
他
部
 

位
チ
エ
ッ
ク
が
毎
年
存
在
す
る
 

こ
と
の
対
策
。
受
診
者
の
高
齢
 

化
に
よ
る
、
高
齢
者
に
対
し
て
 

の
撮
影
方
法
の
工
夫
な
ど
が
挙
 

げ
ら
れ
て
い
る
。
 

第
五
十
回
関
東
甲
信
越
地
方
 

会

(
十

月

十

四

日

、

土

浦

市

)
シ
 

ン
ポ
ジ
ゥ
ム
「
大
腸
癌
検
診
に
 

お
け
る
要
精
検
者
の
扱
い
」
で
、
 

茨
城
^
総
合
健
診
協
会
斉
藤
洋
 

子
さ
ん
は
大
要
次
の
よ
う
に
語
 

つ
た
。
「
一
日
の
み
の
陽
性
者
よ
 

り
も
二
日
と
も
陽
性
者
を
、
女
 

性
よ
り
も
男
性
を
優
先
し
て
受
 

診
す
る
よ
う
奨
め
る
べ
き
だ
」
 

と
。
 

脚
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
は
 

結
核
予
防
会
、
日
本

対
ガ
ン
協
 

会
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
 

茨
城
県
支
部
の
合
併
団
体
で
あ
 

り
、
市
町
村
と
事
業
所
よ
り
各
 

種
検
診
の

一
次
検
診
の
委
託
を
 

受
け
て
い
る
。
 

平
成
五
年
癌
発
見
率
ば
X
 

一
次

検

診

受

診

者

数

は

七
 

九
、
一
四
九
人
、
初
回
受
診
率
は
 

四
五
.二

 
X
、
要
精
検
率
は
六
. 

八

X
、
精
検
受
診
率
は
六
六
，
 

九
X
、
が
ん
発
見
率
は
0
，
一
 

七

冗

(
男

、

〇

丄

 一
二
冗
、
七
〇
 

第
八
回
消
化
管
撮
影
研
究
会
〈
|月
二
十
七
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
 

京
本
社
大
ホ
Iル
、
会
長
海
老
根
精
二
氏
)で
、
脚
四
日
市
港
湾
福
利
 

厚
生
会
築
港
病
院
の
西
川
孝
氏
は

I
般
演
題
「
胃
集
検
に
お
い
て
他
部
 

位
所
見
で
の
指
摘
が
発
見
の
契
機
と
な
っ
た
胃
癌
の
検
討
」
と
題
し
て
 

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
病
変
部
を
明
確
に
描
出
す
る
た
め
に
は
、
透
視
 

下
で
の
観
察
が
重
要
で
あ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
像
に
お
い
て
異
常
を
 

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
撮
影
法
と
と
も
に
肝
要
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
 

そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

目

的
 

胃
検
診
に
お
け
る
上
部
消
化
 

管
X
線
検
査
の
精
度
向
上
を
目
 

的
と
し
、
他
部
位
所
見
で
の
指
 

摘
が
発
見
の
契
機
と
な
り
(
以
 

下
別
件
と
言
う
)
胃
内
視
鏡
に
 

よ
っ
て
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
症
 

例
に
つ
い
て
検
討
し
、
見
落
と
 

し
易
い
部
位
、
癌
の
形
態
、
大

き
 

さ
、
組
織
型
に
つ
い
て
、
今
後
の
 

検
査
上
の
留
意
点
と
し
た
。
 

対
象
お
よ
び
方
法
 

対
象
は
平
成
五
年

一
月
か
ら
 

平
成
六
年
十
一
一
月
ま
で
に
当
院
 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
直
 

接
撮
影
法
で
の
胃
集
検
を
受
診
 

し
、
胃
内
視
鏡
検
査
で
胃
癌
と
 

診
断
さ
れ
、
手
術
を
行
っ
た
十
 

六
症
例
で
あ
る
。
 

そ
の
う
ち
再
検
討
に
お
い
て
 

も
病
変
の
描
出
が
不
能
で
あ
つ
 

た
三
例
と
、
描
出
が
可
能
で
あ
 

つ
た
一
例
を
呈
示
す
る
。
な
お
、
 

、
院
が
施
行
し
て
い
る
検
診
率
 

に
よ
る
胃
検
診
は
、
直
接
撮
影
 

方
式
で
あ
り
、
七
枚
撮
影
法
と
 

し
た
。
 

結

果
 

集
検
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
 

胃
癌
十
六
症
例
中
、
早
期
8
1：
癌
 

は
十
三
例
八

一
丄
 一
X
、
進
行
胃
 

癌
は
三
例

一
八
.八
冗
(う
ち
ス
 

キ
ル
ス
胃
癌

一
例
)で
あ
っ
た
。
 

別
件
に
よ
る
胃
癌
の
発
見
率
は
 

五
例
三
 一
二

 一
X
で
あ
り
、
ま
た
 

進
行
癌
を
含
め
て
X
線
検
査
で
 

指
摘
が
可
能
で
あ
っ
た
確
診
例
 

は
四
例
一
一
五
.〇
冗
、
疑
診
例
は
 

ヒ
例
四
三

八̂
Xで
あ
っ
た
。
 

初
回
読
影
で
の
存
在
診
断
能
 

は
六
八
.八
冗
で
あ
り
、
診
断
確
 

定
後
の
再
検
討
に
よ
っ
て
病
変
 

部
を
指
摘
で
き
な
か
っ
た
も
の
 

は
五
例
中
三
例
で
あ
り
、
病
変
 

部
の
存
在
が
桁
摘
可
能
で
あ
つ
 

た
も
の
は
十
六
例
中
十
三
例
八
 

一

三̂
Xで
あ
っ
た
。
 

初
回
読
影
時
で
の
病
変
占
拠
 

部
位
別
の
診
断
能
は
、
前
^
^
 

度
五

0冗
、
後
壁
病
変
八
〇
冗
 

で
、
後
壁
病
変
に
お
い
て
な
お
 

一
一
〇
冗
が
別
件
に
よ
る
胃
癌
発
 

見
例
で
あ
つ
た
。
 

領
域
別
で
の
診
断
能
は
、

じ
 

領
域
五
0冗
、

領̂
域
七
五
X
、
 

八
領
域
五

0冗
で
あ
っ
た
。
切
 

除
標
本
よ
り
別
件
で
の
発
見
例
 

の
癌
^
達
度
は
、
全
例
粘
膜
層
 

以
下
の
5
癌
で
、
大

き
さ
| 

小
一
ろ
さ
.八

、̂
最
女
 9̂

 
六

X
I
了

七

|
で

あ

っ

た

。

五

態
 

以
下
の
微
小
胃
癌
は
認
め
ら
れ
 

な
か
つ
た
。
 

考

察
 

胃
集
検
に
よ
る
胃
癌
の
発
見
 

は
、
X
線
検
査
に
よ
る
異
常
部
 

位
の
指
摘
が
契
機
と
な
る
の
が
 

現
状
で
あ
ろ
う
。
各
検
診
施
設
 

の
精
度
向
上
へ
の
努
力
は
著
し
 

く
、
集
検
学
会
を
は
じ
め
各
学
 

会
.研
究
会
等
で
論
議
さ
れ
て
 

い
る
。
西
沢
ら
に
よ
る
報
告
で
 

は
、
胃
内
視
鏡
の
み
の
胃
痛
発
 

見
率
は
一
，
六
X前
後
で
、
対
象
 

は
異
な
る
が
、
集
検
に
よ
る
間
 

接
X
線
撮
影
で
の
胃
癌
発
見
率
 

は
〇
，
一
〜
〇
，
一
一
冗
と
の
こ
と
 

で
あ
り
、
胃
間
接
X
線
撮
影
で
 

の
癌
発
見
率
は
実
際
存
在
す
る
 

癌
全
体
の
四
七

X
、
進
行
癌
で
 

八
四
冗
、
早
期
癌
で
は
一
一
九
冗
 

と
報
告
し
て
い
る
。
病
巣
の
大
 

き
さ
に
よ
る
診
断
能
は
、
望
月
 

ら
に
よ
る
と
、
ル
Iチ
ン
に
よ
 

る
胃
X
線
撮
影
に
お
い
て
、
病
 

巣
範
囲
が
五
腿
以
下
の
場
合
五
 

〇

冗

で

、

1
0
匪

以

下

で

は

ヒ
 

三
-丘
冗
、
一
一
0

 
3以
下
で
は
七
 

九
二
一
冗
、
三
〇
腿
以
下
の
場
合
 

は
八
八
^
九
冗
で
あ
っ
た
と
述
 

ベ
て
い
る
。
 

今
回
我
々
が
検
討
し
た
結
果
 

よ
り
以
下
の
知
見
を
得
た
。
 

①
胃
角
小
彎
の
早
期
癌
の
見
 

落
と
し
を
一
例
認
め
た
。
 

本
病
例
の
よ
う
に
浅
い
病
変
 

は
小
臂
線
を
ず
ら
す
こ
と
、
並
 

び
に
接
線
方
向
の
撮
影
が
重
要
 

で
あ
り
、
こ
の
た
め
高
濃
度
バ
 

リ
ウ
ム
の
使
用
が
望
ま
し
い
と
 

考
え
る
。
 

②
前
壁
病
変
の
見
落
し
例
に
 

つ
い
て
は
、
改
め
て
前
壁
撮
影
 

お
よ
び
、
前
底
部
.胃
角
部
の
圧
 

迫
撮
影
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。
 

③
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
病
 

変
部
を
明
瞭
に
描
出
す
る
た
め
 

に
は
、
透
視
下
で
の
観
察
が
重
 

要
で
あ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
 

像
に
お
い
て
異
常
を
把
握
し
て
 

お
く
こ
と
が
撮
影
法
と
と
も
に
 

肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

羞
 

人
、
女
、
9
一
 三
X
、
六
三
人
) 

で
あ
っ
た
。
 

セ̂
ン
サ
III曰
法
の
成
纊
 

要
精
検
者
五
、
三
四
五
人
中
、
 

二
日
共
陽
性
者
は
全
体
の

一
 

八
.七
Xで
あ
っ
た
。
男
女
比
は
 

一
一
日
共
陽
性
者
は
一
，
三
対
一
、
 

一
日
の
み
陽
性
者
は

0 ̂八
対
 

一
で
あ
っ
た
。
一
一
日
共
陽
性
者
 

か
ら
の
癌
発
見
数
は
八
五
人
で
 

あ
り
、
精
検
受
診
者
か
ら
の
発
 

見
率
は
一
三
-一
冗
、
一
日
の
み
 

陽
性
者
か
ら
の
発
見
率
は

一
，
 

六

で̂
あ
っ
た
。
 

精
査
方
法
の
内
訳
 

精
検
受
診
者
三
、
五
七
九
人
 

中
、
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
あ
る
 

い
は
注
腸
十
内
視
鏡
検
査
の
実
 

施
が
四
〇
，
一
一
冗
、
注
腸
検
査
の
 

み
が
五
六
.三
冗
で
あ
っ
た
。
な
 

お
、
茨
城
県
で
は
精
密
検
査
は
 

最
低
注
腸
検
査
が
実
施
で
き
る
 

こ
と
を
条
件
に
医
療
機
開
の
登
 

録
制
を
設
け
て
い
る
。
 

発
見
大
腸
癌
の
分
析
 

.癌
占
拠
部
位
は
下
部
大
腸
に
 

多
か
っ
た
(
一
一
日
共
陽
性
者
、
五
 

四
ダ
八
五
人
、

一
日
の
み
陽
性
 

者
、
三
九
\四
八
人
)。
大

き
さ
 

は
早
期
癌
で
は

 ̂¦ま
で
が
多
 

く
 (七
〇
\九
一
人
)、
進
行
癌
 

で
は
；
；
匪
以
上
が
多
く
 (三
 

六
\三
六
人
)、
そ
の
ほ
と
ん
ど
 

は

一
一
日
共
陽
性
者
で
あ
つ
た
 

(三
四
ズ
三
六
人
) 

発
見
大
腸
癌
の
治
療
状
況
 

一
日
の
み
陽
性
者
四
八
人
は
 

七
五
，
0冗
が
内
視
鏡
切
除
、
大
 

腸
切
除
は
十
一
一
例
で
十
例
が
 

0
1
1
1
X
5
八
で
あ
っ
た
。
一
一
日
共
 

陽
性
者
八
五
人
は
六
三
，
五
X
 

が
大
腸
切
除
で
あ
り
、
0
1
1
マ
6
5
 

八
三
九
例
、
8
一
 例
、
じ
十
一
一
例
 

で
あ
つ
た
。
 

以
上
の
成
績
か
ら
、
現
時
点
 

で

の

要

精

検

者

の

扱

い

に

開
 

し
、

一
次
検
診
結
果
か
ら
は

一
 

日
の
み
陽
性
者
よ
り
も
一
一

3
共
 

陽
性
者
を
、
女
性
よ
り
も
男
性
 

を
優
先
し
て
精
検
受
診
を
勧
奨
 

す
べ
き
で
あ
り
、
加
え
て
こ
れ
 

ら
の
群
の
精
検
の
際
は
精
密
な
 

全
大
腸
検
査
実
施
の
徹
底
が
望
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り
0 ，
七
X
伸
び
て
い
る
。
 

平

成

五

年

度

目

標

受

診

率
 

《
一
八
.五
冗
)を
達
成
し
て
い
 

る
市
町
村
数
は

一
、
八
〇

0市
 

町
村
(五
五
，
一
一
冗
)と
な
っ
て
 

い
る
。
保
健
事
業
第
三
次
計
画
 

目
標
受
診
率
(三
〇
冗
：
一
を
達
成
 

し
て
い
る
市
町
村
数
は
、
七

0
 

九
-̂村
(一
一
一
，
七
冗
)で
あ
る
。
 

柬
北
、
中
部
お
よ
び
中

国
の
 

山
間
部
、
四
国
の
太
平
洋
側
、
九
 

州
中
央
部
に
お
い
て
は
受
診
率
 

が
高
く
、
関
東
の
都
市
部
、
束
 

海
、
近
畿
お
よ
び
四
国
の
北
部
 

は
受
診
率
が
低
い
傾
向
が
見
ら
 

れ
る
。
 

5
都
道
府
県
別
子
宫
が
ん
検
 

診
受
診
率
と
子
宮
が
ん
標
準
化
 

死
亡
比
 

子
宮
が
ん
標
準
化
死
亡
比
が
 

全
国
値
よ
り
高
い
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
、
子
宮
が
ん
検
診
受
診
率
 

が
全
国
平
均
受
診
率
よ
り
低
い
 

都
道
府
県
は
茨
城
、
東
京
、
岐
 

阜
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
 

広
島
、
徳
島
、
愛
媛
の
 一
0都
府
 

県
で
あ
る
。
 

標
準
化
死
亡
比
 

語
)で
す
よ
と
。
ど
う
や
ら
滑
降
 

中
に
す
べ
り
台
を
流
れ
る
水
が
 

大
腸
に
進
入
し
て
来
る
ら
し
い
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
 

は
大
瀧
す
ベ
り
を
敬
遠
す
る
こ
 

と
に
し
た
。
 

大
瀧
す
べ
り
ぐ
ら
い
は
御
愛
 

嬌
と
し
て
、
更
に
よ
く
な
い
連
 

想
が
あ
る
。
か
つ
て
の
警
察
の
 

拷
問
の
ひ
と
つ
に
ゴ
ム
ホ
︱
ス
 

を
肛
門
に
突
込
ん
で
放
水
す
る
 

と
い
う
の
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
 

理
論
的
に
は
口
か
ら
水
を
吐
く
 

こ
と
に
な
る
。
古
い
注
腸
法
で
 

は
一
一
連
球
で
加
圧

し
て
バ
リ
ウ
 

ム
を
注
入
し
た
が
、
減
圧
だ
の
 

タ
イ
ミ
ン
グ
か
お
く
れ
る
と
、
 

バ

リ

ウ

ム

は

バ

ゥ

ヒ

ン

弁

を

超
 

え
て
回
腸
を
逆
行
す
る
の
が
認
 

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

あ
れ
や
こ
れ
や
で
注
腸
法
の
 

ィ

メ

I
ジ

は

良

く

な

い

の

だ
 

が
、
検
査
法
そ
の
も
の
は
改
善
 

さ
れ
た
。
 

前
準
備
が
簡
単
に
な
り
、
検
 

査
前
の
浣
腸
や
腸
洗
が
な

く
な
 

つ
た
。
検
査
と
な
る
と
、
か
っ
て
 

は
透
視
台
に
新
聞
紙
を
敷
き
つ
 

め
バ
リ
ウ
ム
の
洪
水
と
格
闘
す
 

8脳
卒
中
標
準
化
死
亡
比
 

全
国
的
に
み
る
と
東
高
西
低
 

で
、
都
市
部
に
比
較
し
て
農
山
 

部
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
 

男
の
場
合
、
最
も
高
い
の
は
 

栃
木
の
一
三
0，
九
で
、
最
も
低
 

い
の
は
沖
縛
県
の
五
一
一
^
五
で
 

あ
り
、
八
一
一
.四
の
開
き
と
な
つ
 

て
い
る
。
 

2胃
が
ん
標
準
化
死
亡
比
 

男
女
と
も
東
北
か
ら
北
陸
に
 

か
け
て
の
日
本
海
側
に
高
い
市
 

町

村

が

多

い

傾

向

が

み

ら

れ
 

る
。
 

男
の
場
合
、
最
も
高
い
の
は
 

秋
田
の
一
一
ェ
ひ
四
で
、
最
も
低
 

い
の
は
沖
網
の
五
五
ニ
ー
で
あ
 

り
、
七
ー
丄
一
の
開
き
と
な
っ
て
 

女
の
場
合
は
、
最
も
高
い
の
 

は
富
山
の
一
一
一
五
.五
で
、
最
も
 

低
い
の
は
沖
緙
の
四

一
，
六
で
 

あ
り
、
八
三
.九
の
開
き
と
な
つ
 

て
い
る
。
 

四
〇
歲
の
平
均
余
命
 

北
海
道
南
部
、
東
北
北
部
お
 

よ
び
近
畿
の

一
部
に
短
い
市
町
 

村
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
 

る
パ
タ
ー
ン
が
繰
返
さ
れ
た
。
 

今
で
は
透
視
台
が
バ
リ
ウ
ム
で
 

汚
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
見
ら
れ
 

な
い
。
 

装

置

の

改

善

も

見

逃

せ

な
 

い

。

ジ

ャ

イ

ロ

ス

コ

I
プ

ゃ

ジ
 

ト
口
ス
コ
︱
プ
が
そ
れ
だ
が
、
 

受
診
者
側
の
負
担
軽
減
が
大

き
 

以
前
に
注
腸
検
査
の
経
験
の
 

あ

る

受

談

者

に

ジ

ャ

イ

ロ

ス

コ
 

︱
プ
で
の
受
診
感
想
を
き
く
と
 

共
通
し
て
い
る
の
は
撮
影
体
位
 

の
変
更
を
自
分
で
し
な

く
て
も
 

よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
 

ま
り
、
撮
影
の
た
び
に
あ
ち
ら
 

を
向
け
こ
ち
ら
を
向
け
と
い
う
 

指
示
に
気
を
つ
か
う
ら
し
い
。
 

検
診
，
の
普
及
で
検
査
法
も
目
 

的
に
よ
っ
て
違
っ
て
来
る
。
治
 

療
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
検
 

査
が
苦
痛
を
伴
な
つ
て
も
受
け
 

る
も
の
も
我
慢
が
必
要
で
あ
ろ
 

う
。
し
か
し
結
果
が
正
常
と
出
 

る
の
が
大
部
分
の
検
診
で
は
肉
 

体
的
に
も
精
神
的
に
も
苦
痛
は
 

伴
な
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
 

る
。
 

1̂
部
お
よ
び
中

国
の
一
部
に
 

^
1
市
町
村
が
多
い
傾
向
が
み
 

ら
れ
る
。
 

(週
刊
保
健
衛
生
二
ュ
︱
ス
 

八
一
一
四
号
か
ら
) 

男
の
が
ん
死
亡
^
 

X
超
す
 

厚
生
省
統
計
情
報
部
が
こ
の
 

ほ
ど
公
表
し
た
平
成
六
年
の
か
 

ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、
一
一
十
四
 

万
三
千
六
百
七
十
人
だ
っ
た
。
 

こ
れ
は
六
月
に
公
表
さ
れ
た
 

概
数
よ
り
八
十
五
人
多
く
、
前
 

年
よ
り
七
千
九
百
六
十
三
人
増
 

え
て
い
る
。
死
亡
者
総
数
は
八
 

十
七
万
五
千
九
百
三
十
三
人
 

で
、
が
ん
死
の
占
め
る
割
合
は
 

一
一
七
，
八
X
だ
が
、
男
に
限
る
 

と
、
前
年
よ
り
 
一

^
一
 冗上
が
つ
 

て
三
0，
九
Xと
な
り
、
初
め
て
 

三
0冗
を
超
え
た
。
 

胃
癌
死
多
い
県
が
上
位
 

が
ん
死
の
都
道
府
県
別
順
位
 

を
み
る
と
、
①
島
根
(死
亡
率
一
一
 

五
一
.四
)②
秋
田

(
一
一
五

0
ー
 

③
佐
賀
(
一
一
四
五
.四
)④
鳥
取
 

(一
一
四
二
.四
)⑤
山
形
(一
一
四
 

9
八
)
⑥
山
ロ

 

(一
 三
一
九
-四
) 

⑦
長
崎

(
一
三
一
九
丄

一
)⑧
高
知
 

(一
一
て
一
八
-七
一
⑨
和
耿
山
(一
一
 

三
七
.一
)⑩
新
潟
(二
三
一
丁
 

九
)。
 が

ん
死
の
十
位
以
内
を
み
る
 

と
、
い
ず
れ
も
高
齢
化
が
進
ん
 

で
お
り
、
胃
が
ん
死
の
多
い
県
 

で
あ
る
。
 

准
看
護
婦
問
題
検
討
会
 

調
査
の
内
容
、
方
法
決
ま
る
 

准
看
護
婦
問
題
検
討
会
は
、
 

こ
の
ほ
ど
、
調
査
委
員
会
か
ら
、
 

調
査
項
目
や
実
施
方
法
に
つ
い
 

て
報
告
を
受
け
た
。
結
果
は
三
 

月
中
に
集
計
.分
：
析
さ
れ
、
四
月
 

に
は
検
討
会
に
提
出
さ
れ
、
解
 

決
に
I歩
前
進
す
る
。
 

四
月
に
は
検
討
会
に
報
告
 

准
看
問
題
調
査
検
討
会
(
座
 

長
，
ェ
藤
敦
夫
地
域
振
興
整
備
 

公
団
総
裁
)は
十
一
一
月
一
一
十
一
一
 

日
、
第
三
回
目
の
会
合
を
開
き
、
 

調
査
小
委
員
会
か
ら
准
看
護
婦
 

問
題
調
査
に
関
す
る
調
査
項
目
 

や
実
地
方
法
等
の
報
告
を
受
け
 

た
。
調
査
は
、
既
存
資
料
の
分
析
 

調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
事
 

例
調
査
、
ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
の
 

三
つ
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
 

た
が
、
ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
の
具
 

体
的
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
具
体
 

的
な
項
目
は
今
月
中
に
决
定
 

し
、
三
月
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
 

ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
を
実
施
す
る
 

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
 

の
結
果
は
、
三
月
中
に
集
計
-分
 

折
さ
れ
、
四
月
に
は
検
討
会
に
 

提
出
さ
れ
る
。
 

既
存
資
料
の
分
析
調
査
 

看
護
婦
学
校
養
成
所
入
学
状
況
 

並
び
に
卒
業
就
業
状
況
、
病
院
 

報
告
、
医
療
施
設
調
査
等
の
資
 

料
を
流
用
。
 

養
成
所
の
基
本
デ
︱
タ
、
専
 

任
教
員
の
状
況
、
看
護
職
員
の
 

就
業
状
況
等
に
つ
い
て
分
析
調
 

置
ぐ
 

事
例
調
査
 

①
中
学
校
、
高
等
学
校
の
進
 

路
指
導
担
当
者
②
ナ
︱
ス
セ
ン
 

タ
︱
、
職
業
安
定
所
③
海
外
事
 

情
-有
識
者
I等
に
対
す
る
ヒ
 

ァ
リ
ン
グ
を
実
施
 

ア
ン
ケ
I卜
調
査
 

①
准
看
護
婦
養
成
所
の
長
、
 

四
五
六
、
同
専
任
教
員
一
一
〇
〇
 

看
護
婦
一
一
年
課
程
養
成
所
の
長
 

5

 I
七

1
ュ
な
ど
，
 

1、
平
成
六
年
度
健
康
マ
ッ
プ
の
概
要
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
 

マ
健
康
診
査
受
診
率
は
平
均
三
五
，
六
X
で
対
前
年
度
比

I 

，
七
X
増
②
 

I

 

(平
成
四
〜
十
I年
度
)で
定
め
ら
れ
た
五
年
度
の
目
標
受
診
率
(三
 

一
た
市
町
村
は

I
 

、
九
八
九
市
町
村
(六
一
，
〇
％
)③
各
検
診
と
も
総
 

5
率
が
農
山
村
部
に
比
べ
て
低
い
、
な
ど
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

達
成
し
て
い
る
市
町
村
数
は
、
 

一
、
一
一
二
九
市
町
村
(三
七
，
 

七

冗

)
に

の

ぼ

っ

て

い

る

。
 

農
山
村
部
の
受
診
率
が
、
都
 

市
部
に
比
較
し
て
高
い
^
向
が
 

み
ら
れ
る
。
 

5都
道
府
県
別
基
本
健
康
診
 

查
受
診
率
と
脳
卒
中
標
準
化
死
 

亡

比

(
男

) 

脳
卒
中
標
準
化
死
亡
比
(男
) 

が
全
国
値
よ
り
高
い
に
も
か
か
 

わ
ら
ず
、
基
本
健
康
診
査
受
診
 

率
が
全
国
平
均
受
診
率
よ
り
低
 

い
都
道
府
県
は
、
青
森
、
埼
玉
、
 

新
潟
、
長
野
、
三
重
、
和
歌
山
、
 

鹿
児
島
の
八
県
で
あ
る
。
 

胃
が
ん
検
診
受
診
率
 

^
市
町
村
別
胃
が
ん
検
診
受
 

診
率
 

平
成
五
年
度
全
国
平
均
受
診
 

率
は
一
四
.0%で
、
前
年
度
よ
 

り
〇
^
八
冗
伸
び
て
い
る
。
 

平

成

五

年

度

目

標

受

診

率
 

〈
一
八
，
0冗
〉
を
達
成
し
て
い
 

る
市
町
村
数
は

一
、
九
七
一
市
 

町
村
(
六
〇
，
五
冗
)
と
な
っ
て
 

い
る
。
 

保
健
事
業
第
三
次
計
闺
目
標
 

受
診
率
(三
0冗
ー
を
達
成
し
て
 

い
る
市
町
村
数
は
、
九

一
一
市
 

町
村
(一
一
八
，
0冗
ー
で
あ
る
。
 

都
市
部
に
受
診
率
が
低
い
傾
 

向
が
み
ら
れ
る
。
 

2都
道
府
県
別
胃
が
ん
検
診
 

受
診
率
と
胃
が
ん
標
準
化
死
亡
 

比

(
男

) 

胃
が
ん
標
準
化
死
亡
比
(
男
) 

が
全
国
値
よ
り
高
い
に
も
か
か
 

わ
ら
ず
、
胃
が
ん
検
診
受
診
率
 

が
全
国
平
均
受
診
率
よ
り
低
い
 

都
道
府
県
は
、
茨
城
、
埼
玉
、
東
 

京
、
石
川
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
 

兵
庫
、
奈
良
の
九

都
県
で
あ
る
。
 

子
宮
が
ん
検
診
受
診
率
 

8市
町
村
別
子
宮
が
ん
検
診
 

受
診
率
 

平
成
五
年
度
全
国
平
均
受
診
 

率
は
一

六
.一
お
で
、
前
年
度
よ
 

胃
集
險
の
現
場
か
ら
^
 

神
奈
川
県
学
働
衛
生
福
祉
協
会
^
^
日

1
4
3
 

消
化
器
診
断
部
長
 

鐘
田
博
ま
口
 

そ
れ
と
ず
っ
と
考
え
て
来
た
 

の
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
検
査
法
 

の
も
つ
不
自
然
な
性
格
に
よ
る
 

の
で
は
な
い
か
と
今
で
は
思
う
 

の
で
あ
る
。
 

無
論
、
近
藤
誠
氏
が
指
摘
す
 

る
よ
う
な
こ
の
検
査
法
に
伴
う
 

"嫌
ら
し
さ
み
の
よ
う
な
も
の
 

は
否
定
出
来
な
い
。
し
か
し
、
そ
 

れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
造
 

影
剤
の
注
入
部
位
も
さ
る
こ
と
 

な
が
ら
、
造
影
剤
を
自
然
の
流
 

れ
に
逆
行
さ
せ
る
と
い
う
所
に
 

も
違
和
感
を
誘
発
さ
せ
る
も
の
 

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
 

る
。
 

同
じ
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
造
影
 

法
で
も
胃
の
場
合
は
受
診
者
が
 

自
分
の
意
志
で
飲
む
と
い
う
所
 

が
根
本
的
に
違
う
。
決
し
て
ゥ
 

マ
イ
も
の
で
は
な
い
か
ら
嫌
々
 

と
い
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
 

と
し
て
も
、
注
入
さ
れ
る
の
を
 

待
つ
受
身
の
立
場
と
は
違
う
の
 

で
あ
つ
.て
、
口
と
肛
門
と
い
う
 

違
い
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
 

る
。
こ
れ
は
同
じ
口
か
ら
の
検
 

査
法
で
あ
る
内
視
鏡
検
査
に
つ
 

い

て

も

い

え

る

こ

と

で

あ

つ
 

て
、
内
視
鏡
を
つ
つ
こ
ま
れ
る
 

と
い
う
感
じ
が
あ
る
の
は
否
め
 

な
い
し
、
こ
れ
に
嫌
悪
感
を
示
 

す
受
診
者
も
結
構
多
い
の
で
あ
 

る
。
 

話
を
注
腸
法
に
戻
す
。
 

も
う
三
十
年
以
上
前
に
な
る
 

が
、
船
撟
の
埋
立
地
に
ヘ
ル
ス
. 

セ
ン
タ
︱
と
い
う

一
大
娯
楽
施
 

設
が
あ
っ
て
、
成
田
山
参
詣
の
 

団
体
が
帰
途
必
ず
寄
る
と
い
う
 

程
の
人
気
を
集
め
て
い
た
。
あ
 

る
時
、
そ
の

一
角
に
忽
然
と
し
 

て
大
瀧
す
ベ
り
な
る
も
の
が
出
 

現
し
た
。
 

大
瀧
す
べ
り
と
は
公
園
に
あ
 

る
す
べ
り
台
を
巨
大
に
し
た
構
 

造
で
、
す
べ
り
降
り
る
台
に
は
 

水
が
流
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
す
 

ベ
り
降
り
て
下
の
プ
ー
ル
に
飛
 

び

こ

む

と

い

う

仕

掛

け

で

あ
 

る
。
水
し
ぶ
き
を
飛
ば
し
な
が
 

ら
す
べ
り
降
り
る
の
は
壮
観
で
 

あ
つ
た
が
当
時
四
十
を
過
ぎ
て
 

い
た
私
に
は
た
め
ら
わ
せ
る
も
 

の
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
頃
、
私
は
2
；
病
院
の
X
 

線
診
断
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
 

そ
こ
の
丁
技
師
が
こ
の
大
瀧
す
 

ベ
り
を
試
み
て
来
た
。
 

感
想
を
求
め
る
私
に
、
彼
は
 

周
囲
を
見
ま
わ
し
て
小
さ
な
声
 

で
い
つ
た
。
あ
い
つ
は
ァ
イ
ン
 

ラ

ウ

フ

(
当

诗

の

注

腸

法

の

用
 

厚
生
省
は
一
一

の
ほ
、
X
 

①
平
成
五
年
度
の
基
太
 

保
健
事
業
第
三
次
計
II 

八
，
〇
％
)
を
達
成
し
 

じ
て

都
市
部
で
の
受
訟
 

健
康
審
査
受
診
率
 

①
基
本
健
康
審
査
受
診
率
 

2市
町
村
別
基
本
健
康
診
査
 

受
診
率
 

平
成
五
年
度
全
国
平
均
受
診
 

率
は
三
五
.六
冗
で
、
前
年
度
よ
 

り
一
，
七
X伸
び
て
い
る
。
 

保
健
事
業
第
三
次
計
画
で
定
 

め
た
平
成
五
年
度
目
標
受
診
率
 

(三
八
.㊀
冗
)を
達
成
し
て
い
 

る
市
町
村
数
は
、
一
、
九
八
九
市
 

町
村
(六

一
，
〇
さ
と
な
っ
て
 

い
る
。
 

保
健
事
業
第
三
次
計
画
の
最
 

終
年
度
に
あ
た
る
平
成
十

一
年
 

度
の
目
標
受
診
率
(五
〇
％
)を
 

注
腸
法
が
花
盛
り
で
あ
る
。
 

先
達
っ
て
の
研
究
会
で
も
参
加
 

者
が
七
百
を
超
え
た
と
聞
い
て
 

い
る
、
な
ど
と
他
人
ご
と
の
よ
 

う
に
い
う
が
、
私
の
日
常
で
も
 

こ
の
検
査
法
の
比
重
は
確
実
に
 

増
大

し
つ
つ
あ
る
。
 

五
年
程
前
、
私
ど
も
は
狭
い
 

X
線
検
査
室
を
や
り
繰
り
し
て
 

東
芝
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
̶
プ
を
設
 

置
し
た
。
注
腸
法
に
備
え
て
の
 

こ
と
で
あ
る
。
 

平
成
七
年
度
の
注
腸
検
査
症
 

例
数
約
千
百
例
。
発
見
大
腸
癌
 

症
例
一
一
十
五
例
を
数
え
る
。
 

大
腸
癌
検
診
も
軌
道
に
の
つ
 

た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
し

一
方
で
、
私
は
注
腸
 

法
に
は
以
前
か
ら
ひ
っ
か
か
る
 

も
の
が
あ
っ
た
。
嫌
悪
感
と
ま
 

で
い
わ
な
い
が
違
和
感
の
よ
う
 

な
も
の
は
残
っ
て
い
る
。
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期 癌 の 発 見 3 、 え る 

厚 生 省 の 目 標 達 成 へ 

第
八
回
消
化
管
撮
影
会
〔
I 

月
二
十
七
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
 

東
京
本
社
大
ホ
︱
ル
)
の
パ
ネ
 

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

で

、

藤
 

田
胃
腸
科
病
院
の
本
田
幹
雄
氏
 

は
「
噴
門
部
の
造
影
検
査
の
盲
 

点
と
対
策
」
に
つ
い
て
次
の
よ
 

う
に
語
っ
た
。
「
噴
門
部
の
造
影
 

検
査
に
つ
い
て
は
、
つ
ね
に
食
 

道
へ
の
浸
潤
を
念
頭
に
お
い
て
 

撮
影
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
 

は
、
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

目

的
 

X
線
検
査
で
は
早
期
癌
の
発
 

見
が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
噴
門
 

部
は
、
狭
義
の
定
義
で
は
一
一
^
 

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
七
七
区
 

域
分
類
の
穹
窿
部
、
喰
門
下
部
 

と
規
定
し
た
。
過
去
五
年
間
に
 

当
院
で
発
見
さ
れ
た
胃
癌
四
七
 

七
例
中
、
穹
窿
部
、
噴
門
下
部
に
 

存
在

し
、
病
理
組
織
学
的
検
索
 

が
で
き
た
一
一
五
例
に
つ
い
て
病
 

変
描
出
と
そ
の
撮
影
法
に
つ
い
 

て
検
討
し
た
。
 

方

法
 

切
除
標
本
に
お
け
る
存
在
部
 

四
年
制
大
学
ふ
え
る
 

看
護
職
の
資
質
向
上
で
 

急
増
し
て
い
る
看
護
職
員
 

平
成
五
年
末
に
お
け
る
看
護
 

職
員
数
は
、
(就
業
者
べ
︱
ス
) 

保
健
婦
.保
健
士
三
〇
、
六
〇
七
 

人
、
助
産
婦
一
二
一
一
、
 Iェ
ハ
一
人
、
 

看
護
婦
.看
護
士
四
八
一
、
五
五
 

七
人
、
准
看
護
婦
.准
看
護
士
三
 

八
七
、
0四
六
入
で
あ
る
。
 

質
量
両
面
に
わ
た
る
看
護
職
 

員
確
保
対
策
が
推
進
さ
れ
た
こ
 

と
な
ど
を
反
映

し
て
、
看
護
職
 

員
は
急
増
し
、
平
成
三
年
十
一
一
 

月
に
策
定
さ
れ
た
需
給
見
通
し
 

に

沿

つ

て

推

移

し

て

き

て

い
 

る
。
 

サ
Iビ
ス
の
向
上
に
重
点
 

看
護
職
員
は
、
そ
の
質
の
向
 

ヒ
が
患
者
の
サ
︱
ビ
ス
の
向
上
 

に
直
結
す
る
。
 

看
護
職
員
の
養
成
は
こ
れ
ま
 

で
量
的
な
不
足
の
解
决
に
重
点
 

が
置
か
れ
て
き
た
が
、
高
齢
化
 

の
進
展
、
医
療
サ
Iビ
ス
の
高
 

^
化
，
多
様
化
な
ど
に
対
応
で
 

き
る
質
の
高
い
&
！
護
微
：
！
貝
を
進
 

保

す

べ

き

と

い

う

要

請

に

対
 

し
、
看
護
教
育
に
変
化
が
生
じ
 

て
い
る
。
特
に
、
長
期
ケ
ア
ゃ
訪
 

問
看
護
が
大

き
な
課
題
と
な
つ
 

て
い
る
。
平
成
六
年
四
月
現
在
、
 

看
躏
大
学
(四
年
制
)は
全
！
：
で
 

三
〇
校
に
達
し
、
短
期
大
学
(一
一
 

年
課
程
を
除
く
)も
六

0
校
に
 

増
加
し
て
い
る
。
 

看
護
婦
の
質
の
向
上
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
 

平
成
六
年
十
一
一
月
に
「
少
子
高
 

齢
社
会
看
護
問
題
検
討
会
」
の
 

報
告
書
が
出
さ
れ
た
。
 

こ
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
 

看
護
職
員
の
養
成
に
関
し
今
後
 

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
策
と
し
 

て
、
看
護
大
学
な
ど
の
高
等
教
 

育
の
充
実
の
ほ
か
、
養
成
所
の
 

教
員
、
施
設
な
ど
の
充
実
を
図
 

る
こ
と
、
高
齢
化
や
在
宅
療
養
 

者
の
看
護
を
重
視
す
る
な
ど
教
 

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
突
を

2
：
 

る
こ
と
、
生
涯
教
^
の
充
実
を
 

図
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
 

位
を
七
七
区
域
分
類
に
あ
て
は
 

め
、
そ
の
部
位
の
病
変
描
出
に
有
 

効
な
撮
影
体
位
と
最
も
よ
く
描
 

出
さ
れ
て
い
る
像
を
検
討
し
た
。
 

結

果
 

小
彎
に
存
在
す
る
病
変
は
右
 

側
臥
位
、
前
壁
で
は
腹
臥
位
第
 

一
斜
位
、
後
壁
で
は
半
臥
位
第
 

ニ
斜
位
、
大
臂
は
半
立
位
左
側
 

面
が
有
効
で
あ
る
。
 

ま

と

め
 

こ
の
部
位
は
圧
迫
が
で
き
な
 

い
の
で
一
一
重
造
影
法
が
卞
体
と
 

な
る
が
、
多
量
の
バ
リ
ウ
ム
で
 

胃
を
洗
い
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
を
 

よ
く
し
、
他
の
部
位
以
上
に
体
 

位

変

換

の

際

に

バ

リ

ウ

ム

の

流
 

れ
を
よ
く
見
る
透
視
観
察
が
重
 

要
で
あ
る
。
 

バ
リ
ウ
ム
を
抜
い
た

一
一
重
造
 

影
像
よ
り
も
薄
く
漂
わ
せ
た
方
 

が
病
変
を
認
識
し
易
い
、
ま
た
 

撮
影
後
の
写
真
で
も
病
変
の
指
 

摘
が
容
易
で
あ
る
。
病
変
を
発
 

見
し
た
場
合
は
い
つ
も
食
道
へ
 

の
浸
潤
を
念
頭
に
お
い
て
撮
影
 

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

お
り
、
看
護
職
員
の
養
成
に
お
 

い
て
も
そ
の
質
の
向
上
が
課
題
 

と
な
つ
て
い
る
。
 ，

 

添
囊
 

に
や
：
き
 

：
簽
潘
 

，
十
お
^̂纖
" 

第
八
回
消
化
管
撮
影
研
究
会
 

(会
長
海
老
根
精
一
「
実
行
委
 

員
；
：
IX「
井
仁
彦
)は
、
一
月
一
一
十
 

七
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
京
本
 

社
大
ホ
︱
ル
で
開
か
れ
た
。
 

当
日
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
 

ま
で
一
ヒ

入̂
、

京̂
を
除
く
 

関
東
甲
信
越
か
ら
一
八
〇
人
、
 

東
京
か
ら
一
九
八
入
、
合
計
五
 

五
三
入
が
集
ま
り
、
か
っ
て
な
 

い
盛
会
だ
っ
た
。
 

II納
得
の
治
療
」
へ
前
進
 

一
入

院

期

間

な

ど

告

知

促

す
 

入
院
患
者
に
対
し
、
わ
か
り
や
す
く
治
療
の
計
画
を
文
書
で
説
明
し
 

た
り
、
医
薬
品
の
名
称
や
効
能
を
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
に
 

新
し
く
医
療
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
二
月
十
四
日
、
社
会
保
険
診
療
 

報
酬
の
改
訂
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。
 

文
書
で
知
ら
せ
る
 

「
あ
な
た
の
病
気
は
胃
炎
 

で
、
十
日
ほ
ど
の
治
療
で
退
院
 

で
き
ま
す
」
。
こ
ん
な
患
者
に
と
 

つ
て
当
然
と
思
え
る
よ
う
な
説
 

明
が
、
な
か
な
か
文
書
化
さ
れ
 

て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。
 

厚
生
省
は
、
患
者
が
十
分
な
 

説
明
を
聞
き
納
得
し
て
治
療
を
 

受
け
る
「
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
 

ン
セ
ン
ト
」
(卜
分
な
説
明
と
同
 

意
)導
入
へ
の
入
り
：
！
と
位

 ̂

付
け
て
ハ
る
。
 

「
説
明
」
も
有
料
に
 

厚
生
省
が
「
入
院
治
療
計
1
：
 

の
評
価
」
に
加
え
る
の
は
、
患
者
 

の
病
名
と
治
療
、
入
院
期
間
な
 

ど
。
が
ん
な
ど
告
知
が
難
し
い
 

病
名
の
場
合
は
、
「
疑
い
」
で
も
 

よ
い
と
し
て
い
る
。
患
者
が
説
 

明
を
受
け
る
こ
と
を
示
す
署
名
 

が
必
要
に
な
り
、
一
一

百
点
(一
一
千
 

円
)の
点
数
が
つ
く
。
 

東
京
都
中
央
区
の
聖
路
加
国
 

際
病
院
で
は
、
入
院
患
者
に
「
人
 

院
票
」
を
手
渡

し
て
い
る
。
「
病
 

名
、
問
題
点
」
の
項
目
が
あ
り
、
 

日
本
語
が
分
か
り
や
す
い
略
語
 

で
-か
い
書
で
記
入
す
る
こ
と
 

を
求
め
て
い
る
。
 

こ
の
ほ
か
、
入
院
時
の
処
置
 

や
保
険
の
種
類
な
ど
を
記
入
す
 

る
欄
が
あ
り
、
患
者
本
人
が
持
 

つ
。
患
者
側
の
了
解
の
署
名
が
 

あ
れ
ば
、
新
点
数
の
対
象
に
^
 

た
る
内
容
だ
。
 

入
院
期
間
を
設
定
 

同
病
院
の
三
上
隆
三
副
院
長
 

は
「
こ
の
程
度
は
医
師
の
使
命
 

感
の
範
囲
だ
と
思
う
。
入
院
費
 

や
合
併
症
の
こ
と
な
ど
、
手
術
 

の
承
諾
を
取
る
時
な
ど
に
、
患
 

者
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

こ
と
ば
か
り
だ
。
当
た
リ
前
の
 

こ
と
で
も
、
そ
れ
が
点
数
で
評
 

価
さ
れ
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
 

と
思
う
」
と
話
す
。
 

间
省
は
医
療
機
関
の
現
状
に
 

つ
い
て
、
約
束
し
た
治
療
計
画
 

を
守
れ
な
い
時
に
病
院
と
し
て
 

リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
文
書
で
 

の
説
明
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
 

な
い
と
し
て
い
る
。
新
制
度
の
 

導
入
で
「
入
院
期
間
を
設
定
す
 

る
こ
と
で
、
目
標
を
立
て
た
治
 

療
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
い
う
。
 

説
明
文
書
の
チ
ェ
ッ
ク
を
 

医
療
問
題
に
詳
し
い
評
論
家
 

の
柳
田
邦
男
さ
ん
は
-「
情
報
と
 

と
い
う
無
形
の
も
の
が
、

1：
の
 

制
度
と
し
て
み
て
も
ら
え
る
の
 

は
意
味
が
あ
る
。
ま
だ
入
り
；
1
 

の
人
り
；
1に
過
ぎ
な
く
て
も
、
 

イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
 

ト
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、
医
師
 

か
ら
の
情
報
を
評
価
す
る
こ
と
 

が
大
事
だ
。
今
後
は
、
説
明
の
文
 

書
が
中
途
半
端
な
も
の
に
な
ら
 

な
い
よ
う
、
チ

Iッ
ク
す
る
仕
 

組
み
が
必
要
に
な
る
」
と
話
し
 

て
い
る
。
 

(一
一
月
十
五
日
、
朝
日
か
ら
) 

第
三
十
三
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
(平
成
七
年
十
月
二
 

十
七
、
八
日
、
仙
台
市
)で
、
日
本
医
大
第
三
内
科
岸
田
輝
幸
氏
は
、
 

I
般
演
題
「
東
京
都
某
区
に
お
け
る
大
腸
検
診
三
年
間
の
成
績
」
に
つ
 

い
て
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
「
受
診
者
数
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
厚
生
 

省
の
目
標
十
|年
度
三
〇
％
は
達
成
で
き
る
見
通
し
だ
」
 

目

的
 

当
科
で
行
っ
て
い
る
東
京
都
 

某
区
に
お
け
る
平
成
四
年
度
か
 

ら
平
成
六
年
度
ま
で
の
三
年
間
 

の
人
腸
癌
検
診
成
績
に
つ
い
て
 

報
告
す
る
。
検
診
受
診
状
況
一
一
 

次
検
診
受
診
率
、
要
精
検
率
、
精
 

検
受
診
率
、
性

別
、
年
齢
な
ど
) 

を
比
較
し
、
大
腸
腺
腫
お
よ
び
 

大
腸
癌
の
発
見
率
、
大
腸
癌
の
 

進

行

度

な

ど

の

比

較

を

行

つ
 

た
。

一
次
精
検
は
注
腸
造
影
法
 

で
、
一
一
次
精
検
は
内
視
鏡
で
行
 

つ
た
。
 

成

績
 

一
次
検
診
は
対
象
者
は
約
六
 

万
六
千
人
で
、

一
次
検
診
受
診
 

者
は
平
成
四
年
度
九
、
六
八
六
 

人
、
二
四
.七
冗
)、
平
成
五
年
 

度

 一
0、
五
五
二
人
二
六
冗
)、
 

平
成
六
年
度
一
三
、
0六
六
入
 

一
一
九
-八
冗
)と
増
加
し
て
い
 

る
。
 

要
精
検
者
(率
)は
一
一
五
三
人
 

(一
丁
六
冗
)、
四
七
三
人
(四
. 

五
％
)、
六
八
五
人
(五
.一
一
冗
) 

で
あ
っ
た
。
精
検
受
診
者
(率
) 

は
ニ
ー
 〇
人
(八
三
冗
)、
三
五
 

九
人
(七

一
冗
)、
五
〇
二
人
(七
 

三
.三
X
Iで
あ
る
が
、
他
病
院
 

で
精
密
検
査
を
受
け
て
い
る
も
 

の
も
若
干
あ
り
、
正
確
な
こ
と
 

は
言
え
な
い
。
 

精
検
受
診
者
の
性

別
は
平
成
 

四
年
度
は
男
六
五
丄
 一
X
、
女
三
 

！
:.八
冗
、
平
成
五
年
度
は
五
 

三
丄
ー
X
、
四
六
.八
X
、
平
成
 

六
年
度
は
五
七
.二
冗
、
四
一
一
.
 

八
X
で
あ
っ
た
。
 

精
検
受
診
者
の
年
齢
で
は
四
 

0歳
台
が
平
成
四
年
度
一
1！
，
 

八
X
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
六
 

年
度
一
一
〇
.一
冗
と
著
増
し
て
 

い
る
の
が
目
立
つ
。
 

一
一
次
精
検
受
診
率
は
毎
年
約
 

四
〇
冗
で
あ
っ
た
。
発
見
さ
れ
 

た
大
腸
癌
は
平
成
四
年
度
十
六
 

例

十

七

病

変

(
早

期

癌

十

六

病
 

変
、
進
行
癌
六
病
変
)平
成
五
年
 

度
三

一
一
例
三
六
病
変
(早
期
癌
 

I一
四
病
変
、
進
行
痛
十
一
一
病
変
) 

平
成
六
年
度
一
一
九
例
三
一
一
病
変
 

(早
期
痫
ニ
六
病
変
、
進
行

 ̂

六
病
変
)で
、
結
通
三
年
間
で
 

七
七
例
発
見
さ
れ
た
。
腺
腫
は
 

毎
年
、
二
次
検
診
受
診
者
の
約
 

三
0冗
に
発
見
さ
れ
た
。
 

糸

 辭
 

年
ご
と
に

一
次
検
診
受
診
者
 

は
増
加
し
て
お
り
、
平
成
六
^ 

度
は
約
一
一
0冗
と
な
っ
た
。
厚
 

生
省
の
目
標
で
あ
る
平
成
十

一
 

年
度
の
三

0冗
は
早
晩
達
成
さ
 

れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
早
期
癌
 

発
見
数
が
増
加
し
て
お
り
、
大
 

腸
^
に
よ
る
死
亡
数
を
減
少
さ
 

せ
る
で
あ
ろ
う
。
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した処理性能 
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I
九
九
五
年
に
生
4
 

で
、
第
二
次
べ
ビ
︱
ブ
 

五
千
人
下
回
っ
た
。
こ
 

態
統
計
の
年
間
推
計
」
 

ザ
の
流
行
や
阪
神
大
函
 

人
を
上
回
っ
た
。
ま
た
|
 

出
生
四
万
五
千
人
減
る
 

「
年
間
人
口
推
計
」
は
、
一
 

〜
十
月
の
人
口
動
態
の
速
報
値
 

を
基
に
、
一
年
間
の
値
を
試
算
 

し
た
も
の
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
出
生
数
は
 

百
十
九
万
三
千
人
で
、
平
成
六
 

年
の
百
一
一
十
三
万
八
千
人
よ
り
 

四
万
五
千
人
減
少
し
た
。
こ
れ
 

は
戦
後
最
低
だ
っ
た
九
三
年
に
 

次
い
で
少
な
い
。
そ
の
結
果
、
出
 

率̂
(人
：
：
千
入
た̂
り
の
出
 

生
数
)
は
九
丄
ハ
で
最
低
記
録
に
 

並
ぶ
。
一
人
の
女
性
が
一
生
の
 

う
ち
に
子
供
を
持
つ
平
均
入
数
 

を
試
算
し
た
合
計
特
殊
出
牛
-率
 

は
、
九
三
年
の
一
，
四
六
を
下
回
 

り
、
過
去
最
低
の
見
込
だ
。
 

人
口
自
然
増
は
最
低
 

一
方
、
死
亡
数
は
九
十
一
万
 

で
は
注
腸
群
と
内
視
鏡
群
と
の
 

間
の
癌
発
見
部
位
や
癌
発
見
率
 

に
有
意
な
差
を
認
め
な
か
っ
た
。
 

し
か
し
、
注
腸
検
査
ゃ
内
視
 

鏡
検
査
各
々
が
病
変
に
対
し
て
 

ど
の
程
度
診
断
が
確
か
で
あ
る
 

か
の
評
価
は
難
し
く
、
ま
た
一
 

方
で
は
内
視
鏡
検
査
数
の
増
加
 

に
伴
い
ポ
リ
̶
プ
の
発
見
率
も
 

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
よ
 

リ
、
今
後
益
々
検
査
体
制
の
光
 

実
と
検
査
、
診
断
技
術
の
向
上
 

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 よ

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
推
：
+
九
万
三
千
人
 

Iム
以
来
の
大
幅
増
と

た̂
前
年
を
約
四
万
 

れ
は
厚
生
省
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
「
人
口
動
 

で
分
っ
た
。
一
方
、
死
亡
数
は
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
 

辰
災
な
ど
の
影
響
で
四
十
五
年
ぶ
り
に
九
十
万
 

邴
婚
は
二
十
万
組
を
超
え
、
過
去
最
高
に
な
っ
た
。
 

六
千
人
に
な
り
、
前
年
を
四
万
 

入
ヒ
回
る
見
込
み
、
こ
れ
は
昭
 

和
一
一
十
五
年
以
来
の
九
十
万
人
 

台
と
な
っ
た
。
 

三
大
死
因
の
死
亡
数
は
一
位
 

が
悪
性
新
生
物
(
が
ん
)
で
、
一
一
 

十
六
万
三
千
人
、
一
一
位
が
脇
血
 

管
疾
患
十
四
万
八
千
人
、
三
位
 

心
疾
患
十
三
万
九
千
人
と
推
計
 

さ
れ
る
。
 

こ
の
結
果
、
入
口
の
自
増
加
 

加
数
は
一
一
十
七
万
七
千
人
で
、
 

初
め
て
三
十
万
人
台
を
割
り
、
 

戦
後

低̂
に
な
る
。
 

離
婚
数
は
最
高
 

婚
姻
数
は
七
十
八
万
四
千
組
 

で
、
前
年
を
約
一
千
組
上
回
る
。
 

一
方
、
離
婚
数
は
一
一
十
万
組
で
、
 

前
年
よ
り
五
千
組
ふ
え
、
過
去
 

最
高
と
な
っ
た
。
離
婚
率
(
人
口
 

千
人
当
た
り
の
離
婚
件
数
)
も
 

最
高
の
ー
丄
ハ
ー
に
な
る
。
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日
本
対
ガ
ン
協
会
が
平
成
六
年
度
に
実
施
 

し
た
大
腸
が
ん
集
団
検
診
は
、
受
診
者
総
数
 

I
 
、
三
九
四
、
〇
四
五
人
(住
民
I

 

、
ニ
ニ
、
 

〇
九
¦
人
、
職
域
二
七
二
、
九
五
四
人
)
、
が
 

ん
発
見
率
は
、
住
民
〇
，
二
〇
％
、
職
域
〇
，
 

七
X
で
あ
つ
た
。
 

住
民
の
発
見
率
0
 
，
 1
 

大
腸
が
ん
集
検
の
住
民
は
、
 

平
成
六
年
の
樁
検
受
診
率
七
 

四
ニ
ー
冗
、
職
域
は
五
三
.
 
一
X
 

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
が
ん
発
 

見
率
は
住
民
が
0
丄
一
〇
冗
、
職
 

域
は
0
.0
七
冗
で
あ
っ
た
。
特
 

に
職
域
検
診
の
精
検
受
診
率
は
 

低
く
、
事
後
管
理
の
一
層
の
向
 

上
が
望
ま
れ
る
。
 

0
七
X
、
平
均
〇
，
 

精
検
受
診
率
職
域
は
低
：
 

住
民
検
診

 
一
、
ニ
ニ
、
 
0
九
 

一
人
は
総
数
の
八
0
，
四
冗
、
職
 

域
は
一
一
七
一
一
、
九
五
四
人
で
一
 

九
1
六
冗
に
当
た
る
。
 

要
精
検
率
は
住
民
が
六
，
 

五
冗
、
職
域
は
五
^
 一

 一
X
平
均
 

六
上
一
冗
で
あ
っ
た
。
精
検
受
診
 

率
は
住
民
が
七
四
丄
 
一
X
、
職
域
 

は
五
三
.一
冗
、
平
均
は
七
〇
，
 

八
X
で
あ
っ
た
。
 

精
検
受
診
率
は
低
迷
 

平
成
元
年
か
ら
の
精
検
受
診
 

率
の
推
移
を
み
る
と
、
一
十
成
-几
 

年
六
六
，
七
X
、
平
成
一
一
年
六
 

五
，
五
冗
、
平
成
三
年
六
六
，
 

一
一
X
、
平
成
四
年
七
一
丄
ハ
X
、
 

平
成
五
年
七
二
.一

 
冗
、
平
成
六
 

年
七
〇
，
八
冗
と
な
っ
て
お
り
、
 

依
然
と
し
て
、
精
検
受
診
率
は
 

せ
し̂
て
い
る
。
 

高
画
質
 

し
力
も
秒̂
処
理
.
 

間
接
撮
影
画
像
の
 

質
的
変
革
 

富
士
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
メ
 

I
ジ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム
 

《
新
登
場
 

「
高
画
質
化
へ
の
挑
戦
」
 

新
：
8口
̶
ル
フ
ィ
ル
ム
さ
タ
イ
プ
誕
生
 

：
平
成
七
年
十
月
十
四
日
、
土
浦
巿
)
の
I
般
演
 

の
臨
床
病
理
学
的
検
討
」
と
題
し
て
日
立
メ
デ
 

I総
I
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
便
潜
血
反
 

(
腸
癌
の
あ
る
こ
と
を
考
え
、
陰
性
者
に
も
逐
年
 

；
必
要
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

そ
の
結
果
八
五
例
の
大
腸
癌
 

が
発
見
さ
れ
た
。
大
腸
癌
の
発
 

見
率
は
、
九
〇
年
度
0
 

^
一

一
 

六
冗
、
扎
一
年
度
0
 
二
一
八
冗
、
 

九
一
一
年
度
の
.三
〇
冗
、
九
三
年
 

度
〇
，
一
八
冗
、
九
四
年
度
の
.
 

一
一
一
X
で
あ
っ
た
。
詳
細
を
調
 

査
し
得
た
九
三
年
度
ま
で
の
大
 

腸
癌
七
0
例
七
四
病
変
に
つ
い
 

て
検
討
し
た
。
 

結
果
と
考
察
 

七
0
例
の
う
ち
、
早
期
癌
が
 

四
三
例
(
六
一
冗
)
、
進
行
癌
が
 

一
一
七
例
(
三
九
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

部
位
別
に
み
る
と
、
進
行
癌
一
：
 

八
.1
変
屮
、
下
行
結
腸
以
深
に
 

一
〇
病
変
(
三
五
冗
)
が
存
在
し
 

た
の
に
対
し
、
早
期
癌
四
八
病
 

変
中
で
は
十
一
一
病
変
(一
-1
 

と
少
く
、
深
部
人
腸
の

期̂
癌
 

が
更
耆
血
為
陰

に̂
よ
り
見
落
 

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
：
小
唆
さ
 

れ
た
。
 

便
潜
血
一
一
日
法
を
施
行
し
た
 

九
一
一
年
度
以
降
の
早
期
癌
一
一
七
 

例
、
進
行
庙
ー
ー
0
列
に
お
い
て
、
 

一
日
の
み
陽
性
者
は
、
早
期
癌
 

一
四
例
(
五
一
一
冗
)
、
進
行
癌
五
 

例
(
一
一
五
冗
)
で
あ
り
、
早
期
癌
 

に
お
い
て
 

一
口
の
み
陽
性
者
の
 

比
率
が
高
く
、
 ¦一
円
法
は
早
期
 

癌
の
拾
い
出
し
に
貢
献
し
て
 

I 

る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

発
見
一
年
前
の
当
検
診
に
て
 

陰
注
で
あ
っ
た
大
易
^
 
(更
智
 

血
偽
陰
性
大
腸
癌
)
が
一
四
例
 

あ
り
、
進
行
癌
が
五
例
に
認
め
 

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
存
在
部
位
 

は
直
腸
一
一
、
5
状
結
腸
一
一
、
下
行
 

結
腸
一
例
で
、
下
部
大
腸
に
多
 

い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
 

ま

と

め
 

便
!̂:血
反
」
，
心
！
&51！
生
を
き
た
 

す
進
行
大
腸
癌
の
存
在
を
念
頭
 

に
お
き
、
陰
性
者
に
も
遂
年
検
 

診
を
勧
め
る
こ
と
が
、
最
低
で
 

も
必
要
で
あ
る
。
 

0̂
0010010

 。
 

第
五
I
回
地
方
会
(
二
月
十
七
日
、
長
野
市
)
¦
般
演
題
「
リ
^
長
 

野
厚
生
連
大
腸
集
検
の
成
績
」
と
題
し
て
、
リ
^
長
野
厚
生
連
消
化
器
 

集
検
研
究
部
の
ェ
藤
道
也
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
癌
発
見
率
 

は
〇
，
I
五
X
。
注
腸
群
と
内
視
鏡
群
と
で
は
や
や
内
視
鏡
群
が
高
い
 

が
、
有
意
の
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
ま
す
ま
す
検
査
体
制
の
 

充
実
と
検
査
、
診
断
技
術
の
向
上
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
 

こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

が
ん
発
見
率
ぉ̂
 

近
年
、
日
本
に
お
け
る
人
腸
 

癌
の
増
加
は
著
し
く
、
こ
の
た
 

め
I八
長
野
厚
生
連
で
は
昭
和
 

六
十
三
年
か
ら
大
腸
集
検
を
行
 

つ
て
き
た
。
集
検
方
法
は
一
次
 

ス
ク
リ
I二
ン
グ
と
し
て
、
免
 

マ̂
的
便
潜
血
反
.；
3
検
査
 

50̶
̶
へ
モ
デ
ィ
ア
法
)
 

を
用
い
た
。
 

対
象
者
は
厚
生
連
の
集
団
健
 

康
ス
ク
リ
̶
 

二
ン
グ
ゃ
胃
集
検
 

を
受
け
た
際
に
検
査
を
し
た
も
 

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
受
 

れ̂
総
数
は
昭
和
六
十
三
年
度
 

か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
に
一
七
 

四
、
八
三
九
人
で
、
要
精
検
率
は
 

五
-0
冗
で
あ
り
-精
検
受
診
率
 

は
七
四
丄
ハ
冗
で
あ
っ
た
。
癍
^
 

見
率
は
の
.一
五
冗
で
、
早
期
癌
 

の
割
八
3
は
五
七
，
一
X
で
あ
つ
 

た
。
ま
た
ポ
リ
︱
プ
の
発
見
率
 

は
0
1
七
九
X
で
徐
々
に
増
加
 

し
て
い
た
。
 

注
腸
群
、
内
視
鏡
群
に
 

癌
発
見
率
有
意
差
無
し
 

一
一
次
精
検
と
し
て
注
腸
の
み
 

が
行
わ
れ
た
の
は
四
七
冗
で
、
 

ま
た
最
初
か
ら
、
あ
る
い
は
注
 

腸
後
も
含
め
て
内
視
鏡
検
査
が
 

行
わ
れ
た
の
は
三
九
.七
冗
で
 

あ
っ
た
。
 

4
「
回
は
、
ま
ず
注
腸
を
行
い
、
 

大
腸
全
体
の
病
変
の
有
無
を
検
 

め
ホ
し
た
注
腸
群
と
、
最
初
か
ら
 

ト
︱
タ
ル
な
内
说

検̂
査
を
行
 

つ
た
内
視
鏡
群
と
、
そ
の
他
に
 

分
け
て
検
討
を
し
た
。
 

精
検
方
法
割
合
の
年
次
推
移
 

を
み
る
と
-̂
腸
群
が
多
く
、
毎
 

年
約
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
 

が
、
内
視
鏡
群
は
昭
和
六
十
三
 

年
度
の
一
〇
，
五
冗
〜
一
ー
〇
，
 

五
冗
ま
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
 

た
。
 

六
年
間
の
発
見
癌
数
は
一
一
五
 

五
例
で
、
二
次
精
検
総
数
に
対
 

す
る
癌
発
見
率
は
四
，
一
冗
で
 

あ
っ
た
。
精
検
方
法
別
に
み
る
 

と
、
注
腸
群
の
発
見
癌
数
は
一
 

八
四
例
で
、
癌
発
見
率
は
四
.
 

五
冗
、
内
視
鏡
群
の
そ
れ
は
六
 

一
例
、
五
.八
冗
で
、
癌
発
見
率
 

は
や
や
内
視
鏡
群
が
高
い
が
、
 

有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
 

た
。
 

検
査
体
制
の
充
実
を
 

大
腸
集
検
で
の
要
精
検
に
対
 

す
る
一
一
次
精
検
は
、
大
腸
内
視
 

鏡
を
行
う
こ
と
が
建
て
前
で
あ
 

る
が
、
要
精
検
者
全
例
に
内
視
 

検̂
査
を
行
う
こ
と
は
現
状
で
 

は
困
難
で
、
ま
た
今
冋
の
検
討
 

第
五
十
回
地
方
会
一
 

題
「
検
診
発
見
大
腸
癌
 

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
︱
堀
3
 

応
偽
陰
性
で
も
進
行
十
 

検
診
を
奨
め
る
こ
と
が
 

目

的
 

当
セ
ン
タ
︱
に
お
け
る
大
腸
 

痛
検
診
の
成
績
と
、
便
潜
血
反
 

応
を
用
い
た
大
腸
癌
検
診
の
限
 

界
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

対

象
 

免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
に
よ
 

る
大
腸
癌
検
診
を
九
〇
年
度
よ
 

リ
開
始
し
、
以
降
九
四
年
ま
で
 

の
五
年
間
で
延
べ
三
九
、
七
一
 

七
人
が
受
診
し
た
。
各
年
度
の
 

陽
性
率
は
平
均
三
.九
X
、
う
ち
 

精
検
受
診
率
は
平
均
六
六
，
 

一
冗
で
あ
っ
た
。
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0
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000
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都 県 

だ よ り 

新 潟 県 

あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
に
推
 

移
し
て
い
る
。
ま
た
新
潟
県
の
 

胃
癌
死
亡
率
は
最
近
急
速
に
減
 

少
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
 

い
る
。
粗
死
亡
率
(
人
口
十
万
 

対
)
で
み
る
と
、
昭
和
六
十
一
 

年
六
〇
.
三
人
か
ら
平
成
五
年
 

五
十
四
1
一
一
人
と
八
年
間
に
約
 

一
0
冗
の
減
少
が
あ
り
、
全
国
 

平
均
の
三
十
九
，
九
人
か
ら
三
 

十
八
，
一
一
人
、
約
四
X
の
減
少
 

に
比
較
し
て
も
極
め
て
早
い
ス
 

ピ
︱
ド
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
 

が
わ
か
る
。
 

現
在
、
当
県
の
胃
集
団
検
診
 

は
、
二
〇
の
検
診
機
関
で
行
わ
 

れ
て
い
る
が
、
中
で
も
筆
者
の
 

厲
す
る
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
 

協
議
会
は
全
国
的
に
み
て
も
極
 

め
て
高
い
精
度
管
理
の
機
関
で
 

あ
り
、
同
じ
本
県
の
一
一
市
北
蒲
 

原
郡
総
合
開
発
セ
ン
タ
Iと
と
 

も
に
中
心
的
役
割
を
担
つ
て
き
 

た
。
中
で
も
魚
沼
地
域
胃
集
検
 

に
属
す
る
守
門
村
(
人
口
約
六
 

千
人
)
は
胃
集
団
検
診
日
本
一
 

と
し
て
対
ガ
ン
協
会
よ
り
表
彰
 

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
村
で
、
近
 

郷
の
市
町
村
は
も
と
よ
り
、
県
 

全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
 

き
た
。
全
て
の
住
民
に
胃
集
検
 

を
受
診
さ
せ
た
ら
胃
癌
死
亡
は
 

減
少
す
る
か
ど
う
か
は
、
胃
集
 

検
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
に
と
つ
 

て
は
、
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
 

で
あ
る
と
同
時
に
、
重
要
な
問
 

題
で
あ
ろ
う
。
四
〇
歳
以
上
の
 

住
民
の
七
十
冗
以
上
、
高
齢
者
 

や
何
ら
か
の
理
由
で
受
け
ら
れ
 

な
い
人
を
除
け
ば
八
十
X
以
上
 

の
住
民
が
受
診
し
て
い
る
こ
の
 

村
で
、
胃
癌
死
は
ど
う
な
つ
た
 

で
あ
ろ
う
か
。
十
数
年
間
こ
の
村
 

の
胃
癌
を
見
続
け
て
き
て
、
 

様
々
な
こ
と
が
わ
か
つ
て
き
 

た
。
胃
癌
死
亡
数
は
人
口
が
少
 

な
い
た
め
、
年
ご
と
に
多
少
の
 

増
減
は
あ
る
が
、
全
体
に
は
明
 

ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
十
年
 

前
と
比
べ
、
八
十
歳
以
上
の
高
 

齢
者
の
II癌
死
が
増
え
、
七
十
 

九
歳
以
下
は
著
し
く
減
少
し
て
 

い
る
。
急
速
に
進
行
す
る
為
^
 

性
例
か
ら
の
死
亡
は
わ
ず
か
で
 

あ
り
-
胃
癌
死
の
ほ
と
ん
ど
は
 

あ
い
か
わ
ら
ず
受
診
歴
の
な
い
 

人
達
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
濃
厚
 

に
検
診
を
や
っ
て
な
お
受
診
し
 

な
い
人
と
は
ど
ん
な
人
か
を
調
 

ベ
て
み
る
と
、
長
期
間
村
外
の
 

精
神
病
院
や
老
人
施
設
に
い
た
 

人
、
寝
た
き
り
老
人
、
八
十
歳
 

以
上
の
高
齢
者
、
あ
る
い
は
中
 

に
は
胃
癌
に
な
っ
て
故
郷
に
戻
 

つ
て
き
た
人
な
ど
、
村
の
！
1
！
癌
 

死
を
〇
に
し
よ
う
と
思
つ
て
も
、
 

な
か
な
か
〇
に
な
ら
な
い
も
ど
 

か
し
さ
と
と
も
に
、
こ
れ
で
は
 

か
な
わ
ぬ
相
談
で
あ
る
。
(
そ
 

れ
で
も
平
成
元
年
だ
け
は
胃
癌
 

死
0
で
あ
っ
た
が
)
し
か
し
、
 

一
ぱ
玫
の
立
場
か
ら
い
え
ば
ほ
よ
 

パ
︱
フ
ヱ
タ
ト
に
近
い
検
診
を
 

行
つ
て
き
た
と
い
つ
て
も
過
言
 

で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
 

高
受
診
率
の
検
診
結
果
か
ら
推
 

定
す
る
と
他
の
市
町
村
で
も
受
 

診
率
に
見
合
っ
た
だ
け
の
胃
癌
 

死
亡
の
減
少
は
見
ら
れ
て
い
る
 

は
ず
で
あ
り
、
新
潟
県
全
体
の
 

胃
癌
死
の
減
少
ス
ピ
Iド
に
大
 

き
く
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
 

え
ら
れ
る
。
そ
の
守
門
村
の
胃
 

癌
検
診
の
最
大
の
貢
献
者
で
あ
 

る
保
健
婦
、
五
十
嵐
松
代
さ
ん
 

は
今
年
、
定
年
退
職
を
迎
え
 

た
。
大
き
く
拔
大
し
た
本
県
の
 

第
五
十
I
回
地
方
会
(
二
月
十
七
日
、
長
野
市
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
 

集
検
は
生
き
延
び
ら
れ
る
か
」
で
、
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
武
井
恒
夫
 

氏
は
「
胃
集
検
に
は
放
射
線
技
師
の
教
育
が
大
切
で
あ
り
、
教
育
プ
ロ
グ
 

ラ
ム
を
卒
業
し
な

け
れ
ば
胃
集
検
に
は
参
加
さ
せ
な
い
。
技
術
の
修
得
は
 

受
診
者
が
，
受
け
て
よ
か
っ
た
4
と
思
わ
れ
る
の
が
ね
ら
い
だ
」
と
話
し
 

て
い
る
。
二
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

技
術
に
は
教
育
が
大
切
 

1
0
集
団
検
診
の
変
遷
は
装
置
 

の
発
展
と
共
に
歩
ん
で
き
た
と
 

言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
反
面
、
 

撮
影
技
術
は
進
歩
し
て
き
た
だ
 

ろ
う
か
。
多
く
は
高
性
能
な
装
 

レ̂
ー

辺̂
機
器
に
よ
つ
て
助
け
 

ら
れ
た
部
分
が
多
か
っ
た
の
で
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
精
度
 

の
」
！
1
2
い
胃
集
検
を
進
め
る
に
 

は
、
ソ
フ
ト
の
充
実
が
必
要
で
 

あ
る
。
そ
の
為
に
は
撮
影
す
る
 

放
射
線
技
師
の
教
育
に
よ
つ
 

て
-
ど
こ
の
施
設
で
検
診
を
受
 

け
て
も
、
誰
が
撮
影
し
て
も
同
 

じ
質
の

療̂
が
提
供
で
き
れ
ば
 

更
に
胃
集
団
検
診
の
質
は
向
上
 

す
る
で
あ
ろ
う
。
 

現
在
間
接
集
検
は
九
四
.
九
 

冗
が
技
帥
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
 

て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
闩
本
対
 

ガ
ン
協
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
 

六
五
七
の
検
診
機
関
に
従
事
す
 

る
約
四
、
三
0
0
人
の
撮
影
技
 

師
の
教
育
は
必
要
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
当
施
設
で
実
施
し
て
 

い
る
技
師
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
 

現
在
一
一
七
名
在
籍
す
る
技
師
 

の
う
ち
、
検
診
に
従
事
す
る
技
 

師
は
一
九
名
で
、
全
員
が
胃
集
 

検
に
参
加
で
き
れ
ば
良
い
が
、
 

技
師
で
あ
れ
ば
誰
で
も
良
い
と
 

言
う
，
訳
で
は
な
い
。
 

診
断
能
の
高
い
X
線
写
真
を
 

読
影
医
に
提
供
す
る
義
務
か
 

ら
、
よ
り
高
度
な
技
術
の
獲
得
 

と
維
持
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
 

の
登
竜
門
と
し
て
撮
影
技
師
の
 

教
育
を
行
な
い
、
こ
れ
を
卒
業
 

し
な
け
れ
ば
胃
集
検
に
参
加
さ
 

せ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
 

教
育
内
容
 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
①
先
輩
 

技
師
に
よ
る
予
備
教
育
②
消
化
 

管
専
門
医
師
に
よ
る
直
接
X
線
 

撮
影
の
教
育
③
直
接
X
線
写
真
 

の
読
影
時
の
立
合
い
④
間
接
、
 

直
接
X
線
撮
影
の
実
務
教
育
⑤
 

検
診
者
に
よ
る
教
育
、
実
務
⑥
 

間
接
X
線
写
真
の
読
影
へ
の
参
 

口
。
 

力
 こ

れ
ら
を
基
本
項
目
と
し
て
 

受
診
者
の
扱
い
方
か
ら
透
視
能
 

力
の
養
成
と
読
影
が
で
き
る
ま
 

で
約
八
力
月
間
研
修
教
育
が
行
 

わ
れ
、
透
視
画
像
の
チ
ェ
ッ
ク
 

に
よ
っ
て
追
加
撮
影
が
可
能
と
 

な
り
、
よ
り
情
報
量
の
多
い
写
 

真
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
 

た
 そ

の
結
果
、
個
人
差
は
あ
る
 

も
の
の
平
均
追
加
率
は
一
五
，
 

九
X
と
多
く
、
こ
こ
か
ら
発
見
 

さ
れ
た
胃
癌
は
六
七
，
0
冗
が
 

追
加
撮
影
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
 

間
接
の
统
み
と
最
終
診
断
み
 

致
し
た
率
は
平
均
八
九
 

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
 

に
医
療
体
制
の
拡
充
が
求
め
ら
 

れ
て
い
る
。
特
に
、
高
齢
者
に
 

対
す
る
新
し
い
公
的
介
護
シ
ス
 

テ
ム
の
構
築
が
急
務
に
な
っ
て
 

い
る
。
厚
生
白
窨
七
年
版
か
ら
 

そ
の
く
だ
り
を
拾
っ
て
み
た
。
 

医
療
体
制
の
拡
充
 

体
制
整
備
が
一
段
落
す
る
昭
 

和
三
十
年
を
過
ぎ
る
と
、
医
療
 

保
障
体
制
は
経
済
成
長
と
共
に
 

拡
充
し
て
く
る
。
新
国
民
健
康
 

保
険
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
三
 

十
六
年
に
国
民
皆
保
険
が
违
成
 

さ
れ
る
と
、
医
療
サ
︱
ビ
ス
が
 

よ
り
多
く
の
国
民
に
利
用
さ
れ
 

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
二
 

Iズ
 

も
増
大
し
、
急
速
に
一
お
療
機
関
 

が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
 

昭
和
三
十
五
年
に
設
立
さ
れ
 

た
医
療
金
融
公
庫
の
民
間
医
療
 

機
関
に
対
す
る
長
期
の
低
利
融
 

資
も
民
間
病
院
の
増
大
、
規
模
 

の
拡
大
に
貢
献
し
た
。
 

医
療
保
検
制
度
の
充
実
 

こ
う
し
た
中
、
医
療
保
険
制
 

度
充
実
を
基
礎
と
し
て
医
学
、
 

づ^ "お； 

1 ^ 

先
ず
自
治
体
改
革
 

デ
ン
マ
Iク
は
第
一
一
次
世
界
 

大
戦
で
も
比
較
的
被
害
が
少
な
 

く
、
経
済
の
復
興
が
早
か
っ
た
 

た
め
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
 

ら
経
済
の
高
度
成
長
期
に
入
 

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
都
市
化
、
 

家
族
構
造
の
変
化
、
女
性
の
就
 

業
率
の
向
上
な
ど
が
起
こ
り
社
 

会
変
革
の
必
要
性
が
生
じ
て
き
 

た
た
め
、
政
府
は
，
さ
ま
ざ
ま
 

な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
 

く
実
態
調
査
を
行
い
、
社
会
的
 

な
議
論
を
尽
く
し
な
が
ら
将
来
 

の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
た
。
 

そ
の
中
の
改
革
で
最
も
重
要
な
 

も
の
の
一
つ
が
、
一
九
七
0
年
 

に
実
施
さ
れ
た
自
治
体
改
革
で
 

あ
っ
た
。
 

..1
：
治
体
を
最
小
で
も
人
口
 

五
、
0
0
0
人
程
度
に
し
、
 

一
、
〇
〇
0
以
上
あ
っ
た
自
治
 

体
数
を
一
一
七
七
に
す
る
の
は
極
 

医
術
の
進
歩
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
 

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
 

関
係
職
種
の
養
成
や
身
分
の
確
 

立
が
図
ら
れ
て
い
く
。
一
方
 

で
、
薬
剤
の
使
用
や
検
査
が
増
 

大
し
、
医
療
サ
Iビ
ス
に
占
め
 

る
材
料
や
設
備
の
使
用
が
増
大
 

す
る
と
と
も
に
、
都
市
化
に
伴
 

う
へ
き
地
医
療
や
交
通
事
故
の
 

増
大
に
伴
う
救
急
医
療
の
充
実
 

な
ど
、
医
療
資
源
の
適
正
な
活
 

用
、
記
分
が
強
く
求
め
ら
れ
た
 

時
代
で
も
あ
っ
た
。
 

医
療
保
障
体
制
の
拡
充
と
と
 

も
に
、
成
人
病
時
代
も
進
み
、
 

量
の
確
保
と
急
性
期
医
療
を
中
 

心
と
し
た
体
制
に
見
直
し
が
迫
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

ま
た
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
 

機
に
経
済
が
低
成
長
時
代
に
変
 

わ
り
、
医
療
費
の
効
率
的
な
活
 

用
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。
こ
う
 

し
た
中
、
高
齢
者
の
特
性
に
応
 

じ
た
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
 

整
備
が
求
め
ら
れ
、
老
人
保
健
 

法
の
制
定
に
引
き
続
き
、
各
種
 

老
人
保
健
医
療
サ
Iビ
ス
の
拡
 

充
が
図
ら
れ
て
く
る
。
ま
た
、
 

め
て
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
。
 

八
0
0
人
程
度
の
地
方
の
首
長
 

が
職
を
失
い
、
数
千
人
規
模
の
 

地
方
議
員
が
不
要
に
な
っ
た
。
 

権
限
の
委
讓
 

こ
の
改
革
の
重
要
な
こ
と
 

は
、
自
治
体
の
規
模
を
福
祉
.
 

教
育
な
ど
地
方
の
二
ー
ズ
に
対
 

で̂
き
る
も
の
に
し
た
こ
と
 

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
自
治
 

体
に
委
託
し
た
こ
と
で
あ
る
。
 

も
ち
ろ
ん
、
一
度
に
す
ヾ
て
 

が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
 

が
、
当
時
の
自
治
体
の
能
力
で
 

は
権
限
の
委
譲
は
荷
が
重
す
ぎ
 

て
実
践
は
不
可
能
と
い
わ
れ
て
 

い
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
な
ら
 

ば
、
こ
の
時
期
に
広
い
意
味
で
 

の
分
離
化
の
法
的
枠
組
み
が
で
 

き
た
こ
と
は
、
後
の

祉̂
政
策
 

の
発
展
の
た
め
に
極
め
て
重
要
 

で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
 

自
己
決
定
の
尊
重
 

こ
う
し
た
自
治
体
改
革
は
、
 

一
九
七
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
 

！̂
,合
的
な
福
祉
法
で
あ
る
。
 

，
活
援
護
法
」
の
べ
ー
ス
と
 

医
療
資
源
に
次
第
に
過
剰
か
^
 

じ
始
め
る
。
 

公
的
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

成
人
病
時
代
か
ら
後
期
高
4
 

者
の
増
大
に
伴
う
成
人
病
を
超
 

え
た
申
化
に
移
る
と
と
も
に
、
 

国
民
の
多
く
が
病
気
や
病
気
に
 

な
ら
な
い
ま
で
も
そ
の
要
因
を
 

か
か
え
な
が
ら
生
活
を
す
る
よ
 

う
に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
後
 

期
高
齢
者
の
虚
弱
な
生
活
が
長
 

期
化
す
る
傾
向
の
下
で
、
い
か
 

に
地
域
で
自
立
し
な
が
ら
生
活
 

を
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
 

ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
虚
弱
な
 

生
活
が
長
期
化
す
る
傾
向
の
下
 

で
、
い
か
に
地
域
で
自
立
し
な
 

が
ら
生
活
の
質
を
維
持
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
 

問
わ
れ
る
時
代
と
な
つ
て
い
 

る
。
こ
う
し
た
中
、
医
療
資
源
 

を
よ
り
適
切
に
二
︱
ズ
に
結
び
 

つ
け
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
 

り
、
医
療
施
設
機
能
の
体
系
化
 

や
在
宅
医
療
の
推
進
が
図
ら
れ
 

る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。
 

な
る
と
と
も
に
、
一
九
八
二
年
 

に
提
示
さ
れ
た
「
デ
ン
マ
Iク
 

高
齡
者
福
祉
医
療
三
原
則
」
に
 

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
 

デ
ン
マ
Iク
福
祉
省
に
一
九
 

七
九
年
に
設
け
ら
れ
た
高
齢
者
 

委
員
会
が
提
示
し
た
三
原
則
。
 

①
人
生
の
継
続
性
尊
重
 

今
ま
で
と
同
じ
生
活
を
継
続
 

で
き
る
よ
う
に
支
援
体
制
を
つ
 

く
る
。
在
宅
が
望
ま
し
い
が
、
 

施
設
に
入
所
す
る
場
合
で
も
可
 

能
な
か
ぎ
り
家
具
な
ど
の
持
ち
 

込
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
従
 

来
の
継
続
性
に
留
意
す
る
。
 

@高
齢
者
の
自
己
決
定
の
尊
 

隱
|
 

冒
 行

政
や
専
門
職
は
、
高
齢
者
 

本
人
の
決
定
を
情
報
提
供
ゃ
サ
 

︱
ビ
ス
給
付
で
支
援
す
る
が
、
 

決
定
権
は
あ
く
ま
で
本
人
に
あ
 

る
と
す
る
。
 

@残
存
能
力
の
活
用
 

"̂
の̂
障
害
や
疾
病
と
い
 

う
消
極
的
な
部
分
に
着
目
す
る
 

の
で
は
な
く
、
残
存
能
力
の
活
 

用
を
支
援
す
る
。
 

(
平
成
七
年
版
厚
生
白
書
か
 

ら
)
 

と
高
い
。
 

こ
れ
は
教
育
に
よ
る
透
視
の
 

「
眼
」
が
養
わ
れ
た
結
果
で
あ
 

る
。
こ
の
様
に
異
常
所
見
の
認
 

識
力
が
胃
集
検
の
精
度
に
関
与
 

す
る
と
考
え
る
。
 

受
診
者
を
考
え
て
 

胃
集
検
に
携
わ
る
技
師
に
課
 

せ
ら
れ
た
責
務
は
重
大
で
あ
 

り
、
精
度
向
上
の
た
め
に
は
一
 

人
一
人
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
 

こ
と
が
第
一
の
条
件
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
の
教
育
は
受
診
者
へ
 

の
思
い
や
り
か
ら
撮
影
の
た
め
 

の
診
断
学
に
至
る
ま
で
広
範
囲
 

に
わ
た
り
行
な
い
、
ま
た
修
得
 

し
た
技
術
に
お
ご
る
こ
と
な
く
 

技
術
水
準
の
向
上
と
維
持
に
努
 

力
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
 

と
し
て
胃
集
検
全
体
の
レ
べ
ル
 

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
初
め
 

て
、
受
診
者
が
「
受
け
て
よ
か
 

つ
た
」
と
思
え
る
時
で
は
な
か
 

ろ
う
か
と
考
え
る
。
 

新
潟
県
の
胃
集
団
検
診
は
、
 

昭
和
五
十
八
年
の
老
健
法
施
行
 

以
来
、
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
 

り
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
 

た
。
ち
な
み
に
平
成
五
年
度
の
 

統
計
で
は
、
四
十
歳
以
上
推
定
 

人
口
約
一
三
0
万
人
に
対
し
、
 

受
診
者
；
3
一
 六
万
三
千
人
、
老
 

健
法
対
象
受
診
率
一
一
十
.一
冗
 

(
全
国
一
四
，
の
冗
)
胃
癌
発
 

見
率
0
 ，

 二
三
冗
、
早
期
胃
癌
 

六
十
八
^
〇
冗
と
、
当
地
方
会
 

に
所
属
し
て
い
る
他
の
都

と̂
 

比
較
し
て
も
、
群
を
抜
い
て
お
 

り
、
現
在
も
多
少
減
少
傾
向
に
 

I！
集
団
検
診
の
歴
史
の
一
翼
を
 

に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
強
烈
な
 

個
性
と
行
動
力
で
突
っ
走
っ
て
 

き
た
五
十
嵐
さ
ん
に
心
か
ら
感
 

謝
と
慰
労
の
意
を
表
し
た
い
。
 

(
小
千
谷
総
会
病
院
 

内
科
医
長
中
村
忠
夫
)
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第
八
回
消
化
管
撮
影
研
究
会
(
一
月
二
十
七
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
一
 

ホ
︱
ル
)
一
般
演
題
で
、
慶
応
義
塾
大
学
病
院
西
平
源
幸
氏
は
 

管
0
 

0
；
撮
影
に
お
け
る
拡
大
撮
影
の
有
用
性
と
臨
床
評
価
」
に
つ
い
て
 

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
0
0
：
拡
大
撮
影
は
、
微
細
病
変
描
出
に
は
欠
か
 

せ
な
い
有
効
な
方
法
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

消
化
管
X
線
撮
影
は
、
フ
 

イ
ル
ム
.ス
ク
リ
︱
ン
シ
ス
 

テ
ム
が
現
在
で
も
主
流
で
あ
 

る
が
近
年
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
 

の
中
で
消
化
管
撮
影
に
も
応
 

用
さ
れ
、
多
く
の
学
会
で
使
 

用
経
験
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
 

デ
ィ
ジ
タ
ル
，
ラ
ジ
オ
グ
 

ラ
フ
ィ
(
以
0
0
0
装
置
に
 

は
フ
ィ
ル
ム

ス̂
ク
リ
︱
ン
 

シ
ス
テ
ム
に
な
い
機
能
が
い
 

く
つ
か
あ
る
が
、
今
回
拡
大
 

機
能
を
臨
床
で
応
用
し
た
経
 

験
を
報
告
す
る
。
 

方

法
 

臨
床
画
像
を
フ
ァ
ン
，
.-1-

ム
を
使
用
し
た
両
像
で
以
下
 

の
拡
大
機
能
を
評
価
し
た
。
 

画
像
処
理
に
よ
る
 

拡
大
(
ズ
I厶
) 

収
集
し
た
画
像
の
中
で
範
 

囲
指
定
し
、
範
囲
内
の
画
像
 

デ
︱
タ
︱
を
、
全
画
面
に
表
 

示
す
る
こ
と
で
画
像
を
拔
大
 

表
示
す
る
。
指
定
さ
れ
た
画
 

像
領
域
を
全
画
面
二
〇
二
 

四
/一
 
一

0
四
八
な
ど
)に
広
 

げ
る
際
、
足
り
な
い
デ
︱
タ
 

は
、
周
囲
の
デ
︱
タ
か
ら
計
 

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

X
線
拡
大
撮
影
 

0
と
被
写
体
を
離
す
こ
と
 

に
よ
り
、
幾
何
学
的
拡
大
撮
 

影
を
行
う
。
 

一
般
に
拡
大
撮
影
で
は
 

〇
，
一
Iな
ど
の
微
小
焦
点
 

が
用
い
ら
れ
る
。
透
視
撮
影
 

装
置
で
一
般
的
な
0

 

，
三
^
 

の
焦
点
で
も
一
一
倍
程
度
の
拔
 

大
率
ま
で
あ
れ
ば
、
焦
点
サ
 

ィ
ズ
に
よ
る
辺
縁
の
よ
け
は
 

画
像
自
体
の
拡
大
を
比
較
し
 

て
充
分
に
小
さ
く
、
空
間
分
 

解
能
(̂
丁
？
)は
向
上
す
る
。
 

視̂
野
に
よ
る
拡
大
 

2
は
、
入
力
面
で
X
線
を
 

受
け
て
発
生
し
た
電
荷
を
0
 

出
力
蛍
光
面
に
収
集
す
る
こ
 

と
で
、
可
視
光
の
画
像
を
得
 

る
も
の
て
あ
る
。
 

出
力
面
の
大
き
さ
は
一
定
 

で
あ
る
た
め
、
0
内
部
の
電
 

解
レ
ン
ズ
系
を
変
化
さ
せ
る
 

こ
と
で
、
入
力
面
の
範
囲
を
.
 

狭
く
す
れ
ば
、
出
力
画
像
は
 

総
体
的
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
る
。
 

結

果
 

0
 

8
拡
大
撮
影
は
、
従
来
 

の
フ
ィ
ル
ム
，
ス
ク
リ
︱
ン
 

ス
テ
ム
に
比
べ
消
化
管
撮
影
 

で
は
0
&；
!に
し
か
な
い
機
能
 

で
あ
り
、
微
細
病
変
描
出
に
 

は
欠
か
せ
な
い
有
効
な
方
法
 

で
あ
る
。
 

厚
生
省
統
計
情
報
部
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
六
年
の
医
師
、
歯
科
医
師
調
 

査
の
概
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
医
師
数
は
二
三
〇
、
五
I
九
 

人
で
平
成
四
年
に
比
べ
一
〇
、
八
I
五
人
(
四
.
九
％
)
の
増
、
全
医
 

師
数
に
占
め
る
女
性
医
師
の
割
合
は
 

一
二
.
五
X
で
過
去
最
高
、
診
療
 

所
勤
務
医
三
三
，
六
X
に
対
し
病
院
勤
務
医
六
二
 

，

 二

 

X
で
、
病
院
勤
 

務
志
向
の
傾
向
が
強
ま
つ
て
い
る
。
 

今
回
の
調
査
対
象
は
、
国
内
 

に
住
所
が
あ
り
、
医
師
、
歯
科
医
 

師
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
 

で
、
調
査
期
日
は
平
成
六
年
十
 

一
一
月
三
十
一
日
。
 

医
師
は
四
，
九
お
増
 

全
国
の
届
出
医
師
数
は
一
三
一
 

0
、
五
一
九
入
で
、
平
成
四
年
に
 

比
べ
一
〇
、
八
一
五
人
、
四
-

九
X
増
え
た
。
人
口

 
一
 0万
対
 

医
師
数
は
一
八
四
.
四
人
で
、
平
 

成
四
年
に
比
べ
七
，
九
人
増
加
 

じ
た
。
 

ま
た
、
女
性
の
占
め
る
割
合
 

は
一
一
一
.七
冗
で
あ
り
、
特
に
一
一
 

九
歳
以
下
で
は
一
一
四
.六
X
を
 

占
め
て
い
る
。
 

病
院
の
従
事
者
と
診
療
所
の
 

従
事
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 

六
ニ
ニ
一
 

冗
、
三
三
，
六
冗
で
、
 

昭
和
五
十
四
年
に
病
院
の
従
事
 

者
の
割
合
が
診
療
所
の
従
事
者
 

の
割
合
を
上
回
っ
て
以
従
、
そ
 

の
差
は
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。
 

診
療
所
の
従
事
者
数
は
ゆ
る
 

や
か
に
増
加
し
て
お
り
、
中
で
 

も
近
年
四
十
歳
代
に
増
加
傾
向
 

が
認
め
ら
れ
、
最
も
少
な
か
つ
 

た
昭
和
六
十
一
年
の
一
，
五
四
 

倍
に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
診
療
 

所
の
開
設
者
の
平
均
年
齢
の
年
 

次
推
移
を
み
る
と
、
高
齢
化
の
 

傾
向
は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
 

そ
の
傾
向
が
鈍
化
し
て
い
る
。
 

医
療
施
設
の
従
事
者
で
、
主
 

た
る
診
療
科
を
内
科
と
し
た
者
 

の
割
合
は
、
三
二
.一
一
冗
で
、
次
 

い
で
外
科
 
一
丁
二
X
、
整
形
外
 

科
七
.
 

一
X
の
順
と
な
っ
て
お
 

り
、
こ
れ
ら
の
三
科
で
約
半
数
 

を
占
め
て
い
る
。
 

性
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、
 

內
科
(
三
二
.
四
冗
)
、
外
科
二
 

二
-
五
冗
)
、
整
形
外
科
(
七
-

九
冗
)
の
順
で
あ
り
、
女
性
で
は
 

内
科
(
三
0
，
七
冗
)
、
眼
科
二
 

一
丁
三
冗
)
、
小
児
科
二
三
.
 

一
一
冗
)の
順
と
な
っ
て
い
る
"
 

歯
科
、

ぉ̂
女
性
医
 

全
国
の
届
出
歯
科
医
師
数
は
 

八
 

一
，
0
五
五
人
で
、
平
成
四
年
 

に
比
べ
、
三
、
六
三
九
人
、
四
-

七
X
増
加
し
た
。
 

人
口
十
万
対
歯
科
医
師
数
は
 

六
四
.八
人
で
、
平
成
四
年
に
比
 

ベ
ニ
.六
人
増
加
し
た
。
 

ま
た
、
女
性
の
占
め
る
割
合
 

は
一
四
.八
冗
と
、
特
に
一
一
九
歳
 

以
下
で
は
一
ニ
ハ

四̂
X
を
占
め
 

て
い
る
。
 

小
児
歯
科
や
矯
正
歯
科
を
診
 

療
す
る
歯
科
医
師
の
割
合
が
増
 

力

し

'
リ

歯

1̂

カ

ー

|
广

，
 

七
X
、
矯
正
歯
科
が
一
五
.七
冗
 

を
占
め
る
に
至
つ
て
い
る
。
(
こ
 

の
調
査
は
一
一
年
ご
と
に
行
わ
れ
 

る
)
 

1
つ
た
消
費
者
意
識
を
反
映
し
て
、
一
般
商
品
に
 

！
対
前
年
比
で
三
八
X
も
伸
び
、
事
故
原
因
で
も
 

；
ら
れ
る
ケ
︱
ス
が
五
四
X
も
増
え
た
。
通
産
省
 

一
年
度
の
事
故
情
報
の
報
告
書
で
、
こ
ん
な
傾
向
 

昨
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
製
造
物
責
任
法
(
？
 

月
)
が
消
費
者
の
意
識
向
上
や
事
故
原
因
の
厳
 

た
、
と
み
ら
れ
る
。
 

「
人
身
事
故
と
直
結
し
か
ね
な
 

い
ス
-̂1
ブ
ゃ
ふ
ろ
な
ど
へ
の
 

安
全
意
識
が
高
ま
っ
た
」
(
通
産
 

省
消
費
経
済
識
)
と
し
て
い
る
。
 

メ
I力
Iの
責
任
3
ぉ
 

こ
の
う
ち
、
死
亡
事
故
は
一
一
 

十
九
件
(
前
年
度
比
一
九
冗
 

減
)
、
全
治
一
力
月
以
上
の
重
傷
 

事
故
が
五
十
三
件
(
同
六
一
冗
 

増
)
、
軽
傷
事
故
が
百
七
十
九
件
 

(
同
六
〇
冗
増
)
報
告
さ
れ
た
。
 

こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
に
つ
 

い
て
は
、
「
設
計
、
製
造
、
表
示
 

な
ど
に
問
題
が
あ
つ
た
と
考
え
 

ら
れ
る
」
と
、
メ
︱
力
︱
の
責
任
 

に
さ
れ
た
ケ
︱
ス
が
百
八
十
一
一
 

特
に
香
川
、
新
潟
、
和
歌
山
は
 

男
、
女
、
合
計
と
も
上
位
に
ラ
ン
 

ク
さ
れ
て
い
る
。
 

男
は
香
川
、
女
は
新
潟
 

男
性
で
は
香
川
、
新
潟
、
和
歌
 

山
、
高
知
、
鳥
取
な
ど
が
上
位
で
 

頃
位
は
次
の
围
ー
り
で
あ
る
。
 

①
香
川
0
：
四
八
、
②
新
潟
 

〇
，
四
三
③
福
井
？
四
0
、
和
 

歌
山
0
、
四
0
、
⑤
高
知
0
，
三
 

九
⑥
福
岡
0
三
八
⑦
鳥
取
？
 

三
六
⑧
宮
城
0
 
，
三
六
⑨
宮
崎
 

0
 ニ
ニ
五
⑩
群
馬
0
 

ニ
ニ
四
。
 

女
性
で
は
新
潟
、
和
歌
山
、
鳥
 

取
、
福
島
が
上
位
で
あ
る
。
 

①
新
潟
〇
，
一
五
、
②
和
耿
山
 

0
 ，
一
四
、
鳥
取
0

 

，

一
 四
④
福
 

島
の
.一
三
、
⑤
山
形
〇
，
一
一
「
 

富
山
、
香
川
、
大
分
、
⑥
高
知
〇
，
 

一
一
、
⑦
群
馬
0

 
一
 0、
福
井
、
 

愛
媛
、
宫
崎
。
 

合
計
で
は
香
川
 

合
計
で
は
、
香
川
、
新
潟
、
和
 

歌
山
、
鳥
取
な
ど
の
順
に
な
つ
 

て
い
る
。
①
香
川
〇

二̂
五
、
新
 

潟
、
③
和
歌
山
〇
上
一
四
、
④
鳥
 

取
0
 
ニ
ー
一
、
⑤
高
知
？
 
二
一
 

⑥
山
形
〇
丄
一
〇
、
宫
崎
、
富
山
、
 

福
井
、
⑩
宫
城
0
一
 

九
、
大
分
。
 

件
あ
り
、
全
体
の
三
三
X
を
占
 

め
た
。
メ
 

︱
力
︱
責
任
の
例
は
 

前
年
度
比
百
十
八
件
で
、
こ
れ
 

よ
り
も
五
四
冗
増
え
た
こ
と
に
 

な
る
。
 

中
に
は
、
一
昨
年
十
一
月
、
大
 

阪
市
内
で
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
 

ま
ま
駐
車
中
の
乗
用
車
が
爆
発
 

炎
上
し
、
仮
眠
し
て
い
た
一
一
十
 

代
の
男
性
一
人
が
焼
死
し
た
事
 

故
も
舍
ま
れ
て
い
る
。
燃
料
を
 

送
る
ホ
I
ス
の
金
具
が
は
ず
 

れ
、
漏
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
が
加
熱
 

し
た
触
媒
装
置
に
よ
っ
て
着
火
 

し
た
と
推
定
さ
れ
「
製
造
上
の
 

問
題
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
 

る
」
と
分
析
さ
れ
た
。
 

厳
し
い
原
因
分
析
で
 

こ
の
ほ
か
、
〉
扎
幼
児
用
の
 

い
す
で
、
足
乗
せ
部
分
の
回
転
 

金
具
に
す
き
間
が
あ
つ
た
た
め
 

足
の
指
を
切
断
し
た
(
重
傷
事
 

故
)V
簡
易
ガ
ス
ラ
イ
タ
︱
の
 

炎
の
高
さ
の
調
整
不
良
に
よ
 

り
、
髮
の
毛
が
燃
え
た
(
同
)
V
 

て
ん
ぷ
ら
な
べ
の
な
べ
ぶ
た
の
 

構
造
上
の
欠
陥
か
ら
、
油
が
飛
 

び
散
り
、
や
け
ど
を
負
っ
た
(
鞋
 

傷
事
故
)
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 

た
。
 

メ
ー
力
︱
側
責
任
と
み
ら
れ
 

る
ケ
︱
ス
の
増
加
に
、
通
産
省
 

は
「
消
費
者
団
体
の
代
表
も
構
 

成
員
に
入
れ
た
『
事
故
動
向
等
 

解
析
専
門
委
員
会
』
を
昨
年
度
 

か
ら
設
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
 

厳
し
い
分
析
を
行
つ
た
こ
と
も
 

あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
 

(九

,̂年
九
月
十
七
日
付
、
朝
 

日
か
ら
)
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
の
集
団
検
 

診
の
実
施
状
況
(
六
年
四
月
一
 

日
か
ら
七
年
三
月
三
十
一
日
)
 

に
よ
る
と
、
胃
が
ん
は
高
齢
化
 

の
進
ん
で
い
る
県
に
多
発
し
て
 

い
る
こ
と
が
分
っ
た
。
 

安
全
性
に
敏
感
に
な
 

関
連
す
る
事
故
件
数
は
 

メ
︱
力
︱
側
責
任
と
み
 

が
ま
と
め
た
一
九
九
四
 

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
 

し
法
、
施
行
は
今
年
七
 

し
い
分
析
に
つ
な
が
つ
 

事
故
は
昍
ぉ
ふ
え
る
 

報
告
書
は
、
通
産
省
の
ほ
か
、
 

国
民
生
活
セ
ン
タ
︱
、
自
治
体
 

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
産
業
 

団
体
な
ど
に
消
費
者
か
ら
寄
せ
 

ら
れ
た
情
報
の
な
か
で
、
九
四
 

年
度
屮
に
原
因
調
査
や
必
要
な
 

措
置
を
済
ま
せ
た
数
字
を
ま
と
 

め
た
。
 

事
故
件
数
は
五
百
五
十
一
一
件
 

で
、
前
年
度
よ
り
百
五
十
一
一
件
、
 

三
八
冗
増
え
た
。
一
番
多
か
つ
 

た
家
庭
用
電
機
製
品
の
事
故
は
 

前
年
度
比
一
三
X
増
の
百
七
一
 

件
、
次
い
で
、
燃
焼
器
具
も
七
 

三
X
増
え
て
百
九
件
ま
っ
た
。
 



平 成 8 年 3 月 2 5 曰 胃 集 検 通 信 ほ ) 

X 線 8 3 5 0 4 造 影 剤 

丁 0 ， 
ゾル： 1 5 0 % % ^ 1 2 0 V V / V % ^ 1 1 0 % % ^ ^ 1 0 0 V V / V % 

粉末：バリトツプ「 

8019111 
ゾル：5 2号-バムスター5 1 3 0 . 5ゾル3号 

注腸専用ゾル：ネオダルムゾル 

粉末卩ネオバルギン共成 

補助剤：バルギン発泡頼粒.消泡液 

株 式 会 社 7 1 イ ^ シ 

大阪市中央区道修町2 丁目5-14 

大阪'東京'横浜，大宮，名古屋，福岡，仙台，礼幌，広島，金沢，高松 

80『"骨璣抑 
バ リ 卜 ゲ ン ゾ ル 1 酣 か お 包 装 ^ ^ ^ プ ' 

パ、リトゲンゾル120界/乂ぉ包装^も0ぶ.250^' 

パ、リトゲンソ'ノレ145̂ズ乂ぉ包装はりひ̂ ミヾり!!!り 

、'"しお、、な^肺-個人包装(仂は人ぅ0お入） 
バリトゲン発? 5 1 1 粒 2 . 5 8 . 3 . 5 8 . 4 . 5 8 . 5 8 

，《リトゲ'ンデ、ラックス2008 X 75袋吒00 8X25袋 

伏 見 製 薬 株 式 会 社 東 京 営 業 所 

〒181翁京都三磨市北野2-

に6し"^: 

カ ブ セ ル 

粘 膜 防 御 胃 炎 ， 胃 潰 瘍 治 療 剤 

ケ ル ナ ' ! ! 】 
植 物 抽 出 ， 精 製 製 剤 一 般 名 ： ブ ラ ウ ノ 卜 ー ル （ 指 ） 健 保 適 用 品 

効 能 ' 効 果 ： ① 下 記 疾 患 の 胃 粘 膜 病 変 ( び ら ん 、 出 血 、 発 赤 、 浮 腫 ) の 改 善 

急 性 胃 炎 、 慢 性 胃 炎 の 急 性 増 悪 期 。 ② 胃 潰 瘍 。 

細 粒 

用 法 ' 用 量 、 使 用 上 の 注 意 は 

添付文書をご覧下さい。 

資料謓求先 

( ^ 加 ) 〇 共 ほ ^ さ 2 1 
國東京都中央区銀座2-7-12 

胃 炎 ， 胃 潰 瘍 治 療 剤 I薬価8準収載I 

6 コス^錠 1 0 0 
1 ^ 1 1 0 0 5 1 8 ^ 8 1 ) 1 6 1 5 レ バ ミ ピ ド 製 剤 

〔効能'効果〕 

鲁霄滴癌 
攀下記疾患の胃粘膜病変（びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性增悪期 

※用法'用量、使用上の注意等は、製品添付文書をご參厢ください。 

資料̂求先 

大塚製薬株式会社大塚製薬株式会社^36 
代田8神田司町9東京8千代田区神田司112-2 

大塚19粟神田第2ビル 

第 5 翻 也 方 会 盛 会 

聽
 

ト 長 野 市 

ぶ] 丁- 茨 千 東 
布 城 葉 牙、 
市 ！1！ 県 県 都 集 
役 対 お' が 江 委 
所 が 八 ん 尸 員 

ん セ 川 
小 協 追 診 林 ン 神 区 
林 I I I 会 I I I 協 タ 保 医 
ュ 師 
キ 負 1 I 勝 会 
子 山- 义 學 

1 41 神 荒 IV： 
尺 V、 奈 川 
東 川 区 連 
牙、 立 ほ- が お 
お、 予 ん は] 
八 お 防 予 中 

渡 病 大 鈴 竹 防 原 尖 
辺 院 槻 院 水 学 林 セ 市'レ 
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站 

清 
孝 

信 
'に 

会 
'お. 

子 
タ 敬 

'冶 は 

言
の
要
旨
を
扱
い
ま
し
た
。
 

と
も
す
れ
ば
、
マ
ン
ネ
リ
化
 

し
が
ち
な
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
 

仕
事
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
 

何
が
欠
け
て
い
る
の
か
、
何
を
 

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
 

か
、
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
 

初
心
に
還
っ
て
、
胃
集
検
の
 

現
実
を
見
つ
め
た
い
と
思
い
ま
 

X

 X
 X
 X
 

図
書
室
に
は
、
厚
生
白
書
を
 

取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
質
」
「
情
 

報
」
「
選
択
」
そ
し
て
「
納
得
」
 

が
示
す
よ
う
に
、
今
日
の
医
療
 

の
実
態
が
分
り
ま
す
。
一
読
を
 

奨
め
ま
す
。

 

(永
嶋
)
 

胃
集
検
の
受
診
者
数
は
、
わ
 

ず
か
ず
つ
だ
が
、
増
加
傾
向
に
 

あ
る
。
発
見
胃
が
ん
は
六
几
例
 

で
、
う
ち
早
期
が
ん
は
三
九
例
 

(
五
七
お
)
で
あ
っ
た
。
初
回
受
 

診
者
の
占
め
る
割
合
は
年
々
減
 

少
し
、
平
成
五
、
六
年
で
は
男
一
 

三
.八
X
、
女
九
ニ
ー
お
に
な
つ
 

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
町
で
行
つ
 

て
い
る
集
検
以
外
で
受
診
し
て
 

い
る
住
民
の
総
受
診
率
も
検
討
 

し
て
み
た
。
 

行
政
の
担
一
つ
べ
き
役
割
 

胃
が
ん
検
診
は
開
始
当
時
か
 

ら
管
理
群
制
度
を
設
け
、
医
療
 

機
関
で
の
個
別
検
診
も
施
行
し
 

て
き
た
。
子
宮
が
ん
検
診
は
集
 

団
ょ
集
団
，
個
別
併
用
︱
個
別
 

と
変
化
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
 

検
診
実
施
方
法
を
講
じ
て
も
受
 

診
率
は
低
迷
し
て
い
る
の
が
現
 

状
で
あ
る
。
 

集
団
検
診
受
診
率
の
低
迷
 

は
、
集
団
検
診
否
定
の
傾
向
ま
 

で
も
生
み
出
し
て
い
る
一
つ
の
 

要
因
で
も
あ
る
。
 

し
か
し
、
個
別
検
診
へ
の
移
 

行
だ
け
が
全
て
を
解
決
す
る
の
 

方
が
、
文
明
、
そ
し
て
そ
の
一
つ
 

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
医
療
サ
︱
 

ビ
ス
の
あ
り
方
の
中
で
変
わ
つ
 

て
行
く
。
近
代
医
療
が
発
達
し
 

た
今
日
で
も
、
日
本
を
は
じ
め
、
 

先
進
諸
国
で
は
成
人
病
と
い
わ
 

れ
る
慢
性
疾
患
に
多
く
の
入
々
 

が
悩
み
、
開
発
途
上
国
で
は
感
 

染
病
で
亡
く
な
る
孔
幼
児
が
少
 

な
く
な
い
。
 

ま
た
、
根
治
的
な
冶
療
法
が
 

開
発
で
き
な
い
で
い
る
エ
イ
ズ
 

が
世
界
各
国
で
ま
ん
延
し
つ
つ
 

あ
る
。
 

で
始
ま
る
平
成
七
年
版
「
厚
 

生
白
書
」
は
、
副
題
を
医
療
︱
︱
 

「
質
」
「
情
報
」
「
選
択
」
そ
し
て
 

「
納
得
」
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
 

は
、
い
わ
ば
現
代
の
医
療
の
実
 

態
を
記
し
た
も
の
と
い
え
よ
 

う
0
 構

成
は
第
一
編
が
第
一
部
、
 

医
療
I「
質
」
「
情
報
」
「
選
択
」
 

そ
し
て
「
納
得
」
 

第
一
章
は
序
章
、
第
一
一
章
，
^
 

療
は
病
気
の
内
容
や
入
；
1
の
構
 

造
、
社
会
や
経
済
の
状
況
と
と
 

も
に
変
化
す
る
。
第
三
章
、
!！
!
 

サ
Iビ
ス
の
現
状
と
課
II 

で
あ
ろ
う
か
。
単
な
る
形
式
的
 

な
集
団
検
診
を
提
供
し
て
い
く
 

の
で
は
な
く
、
住
民
二
︱
ズ
を
 

的
確
に
と
ら
え
た
精
度
の
高
い
 

内
容
あ
る
検
診
を
シ
ス
テ
ム
化
 

し
、
企
画
.実
施
し
て
い
く
の
が
 

行
政
の
役
割
で
あ
る
と
思
う
。
 

1
！
章
、
お
療
サ
︱
ビ
ス
提
供
の
 

あ
り
方
、
第
五
章
、
国
民
経
済
と
 

医
療
、
第
六
章
、
終
わ
り
に
。
 

第
一
一
部
は
主
な
厚
生
行
政
の
 

雷
き
 

第
一
章
、
年
金
改
革
、
第
一
一
 

章
、
広
が
る
国
際
協
調
、
第
三
 

章
、
保
健
福
祉
サ
Iビ
ス
の
総
 

合
的
展
開
、
第
四
章
、
輸
入
食
品
 

と
加
工
食
品
時
代
の
「
食
」
の
安
 

全
、
第
五
章
、
水
と
ご
み
 

第
一
一
編
は
精
度
の
概
要
お
よ
 

び
基
礎
統
計
 

一
、
厚
生
全
般
、
一
一
、
保
健
医
 

療
、
三
、
生
活
環
境
、
四
、
薬
事
、
 

五
、
社
会
福
祉
.援
護
六
、
児
童
 

福
祉
、
七
、
医
療
保
障
、
八
、
年
 

金
保
障
、
九
、
老
人
保
健
福
祉
、
 

十
、
参
考
か
ら
成
っ
て
い
る
。
 

副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
諸
々
 

の
情
報
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
を
 

い
か
に
選
択
し
、
納
得
し
て
医
 

者
に
か
か
る
か
，
は
個
人
に
 

任
さ
れ
て
い
る
︱
︱
一
読
に
価
 

す
る
 (

財
団
法
人
厚
生
問
題
研
究
 

会
発
行
、
一
一
千
一
一
百
円
)
 

第
三
十
五
回
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
の
開
催
に
併
せ
五
 

月
I
一
十
五
日
に
第
九
回
集
検
従
 

事
者
研
究
会
が
開
か
れ
る
。
 

会
場
は
東
京
，
虎
ノ
門
の
国
 

立
教
育
会
館
で
、
会
長
は
学
会
 

長
で
あ
る
小
黒
八
七
郎
氏
。
 

主
な
内
容
次
の
通
り
。
 

~特
別
講
演
 

「
老
人
保
健
法
に
よ
る
が
ん
 

検
診
の
展
望
」
厚
生
省
老
人
 

保
健
福
祉
局
老
人
保
健
課
長
 

尾
寄
新
平
 

教
育
講
演
 

「
が
ん
検
診
受
診
率
拔
大
を
 

目
指
し
た
広
報
活
動
」
香
川
 

県
立
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
所
 

長
竹
内
義
員
 

部
会
報
告
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
；
：
..八
ぶ
 

「
部
会
」
の
現
状
と
展
望
 

集
検
従
事
者
研
究
会
運
営
委
 

員
会
委
員
長
土
井
偉
誉
 

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
 

「
消
化
器
撮
影
技
師
の
修
練
」
 

「
集
検
成
績
の
把
握
と
そ
の
 

評

面

|
 

第
五
十
一
回
地
方
会
(
会
長
 

森
達
夫
長
野
県
医
師
会
長
、
長
 

野
市
)
は
、
一
一
月
十
七
日
長
野
市
 

山
王
共
済
会
館
で
開
か
れ
た
。
 

厳
冬
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

一
一
百
人
を
超
す
参
会
者
が
あ
 

り
、
盛
会
だ
っ
た
。
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
揭
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
，
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
 

な
ど
も
歡
迎
し
ま
す
。
 

投
稿
さ
れ
る
方
7̂
 

締
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
，
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

編

集

後

記
 

今
号
か
ら
〃
視
点
々
の
筆
者
が
 

代
り
ま
し
た
。
長
い
間
麗
筆
を
 

い
た
だ
い
た
市
川
平
三
郎
先
生
 

か
ら
、
世
話
人
代
行
の
丸
山
雅
 

一
先
生
に
代
っ
た
わ
け
で
す
。
 

題
し
て
入
魂
。
先
生
の
並
々
 

な
ら
ぬ
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
 

す
。
ハ
乙
う
ご
期
侍
、
と
い
う
と
こ
 

ろ
で
す
。
 

X

 X
 X
 X
 

ト
ッ
プ
は
第
五
十
一
回
地
方
 

会
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
集
1
3
 

検
診
の
今
日
的
課
題
I胃
集
 

検
は
生
き
延
び
ら
れ
る
か
」
を
 

司
会
し
た
宫
下
美
生
先
生
の
発
 

隠

睡

讓

&
 

第
五
十

一
回
地
方
会
(
二
月
十
七
日
、
長
野
市
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
 

集
団
検
診
の
今
日
的
課
題
︱
︱
胃
集
検
は
生
き
延
び
ら
れ
る
か
」
で
同
 

県
辰
野
町
役
場
保
健
婦
の
河
手
潤
子
さ
ん
は
「
住
民
の
二
︱
ズ
を
的
確
 

に
と
ら
え
、
制
度
の
高
い
内
容
の
あ
る
検
診
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
企
画
. 

実
施
す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
 

で
あ
る
。
 

住
民
の
二
Iズ
は
変
化
 

昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
町
独
 

自
で
開
始
し
た
胃
集
団
検
診
も
 

一
一
十
一
年
を
経
過
し
、
平
成
六
 

年
ま
で
に
延
べ
受
診
者
総
数
三
 

一
、
九
一
四
人
、
発
見
胃
が
ん
六
 

九
入
(
？
ニ
ー
一
冗
)
の
成
と
 

な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
住
民
二
 

︱
ズ
も
様
々
に
変
化
し
、
ま
た
 

医
療
，
保
健
を
と
り
ま
く
状
況
 

も
変
化
し
て
い
る
。
今
回
、
以
下
 

の
観
点
に
つ
い
て
集
団
検
診
に
 

お
け
る
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
 

検
討
し
て
み
た
。
 

受
診
者
の
推
移
 

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
 

診
、
循
環
器
検
診
と
も
老
健
法
 

の
施
行
後
で
あ
る
昭
和
五
九
，
 

六
〇
年
、
ま
た
健
康
管
理
の
ォ
 

ン
ラ
イ
ン
化
後
の
平
成
一
一
、
三
 

年
を
境
に
検
診
対
象
年
齢
人
口
 

に
対
す
る
受
診
率
は
、
わ
ず
か
 

ず
つ
省
加
し
て
い
る
。
 

検
診
の
申
込
み
方
法
の
に
夫
 

等
、
取
り
組
み
の
強
化
の
成
^
 

が
み
ら
れ
た
。
 

保
健
婦
業
務
の
推
移
 

老
健
法
の
施
行
後
、
一
般
に
 

保
健
婦
は
集
団
検
診
ば
か
り
に
 

時
間
を
と
ら
れ
て
い
る
と
評
価
 

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
町
で
 

は
各
検
診
の
受
診
者
が
増
加
し
 

て
い
て
も
、
検
診
に
従
事
す
る
 

保
健
婦
代
表
に
福
田
さ
ん
 

編
集
委
員
は
竹
林
さ
ん
 

こ
の
た
び
、
保
健
婦
部
会
の
 

代
表
世
話
人
が
益
子
さ
ん
か
ら
 

福
田
ジ
ユ
ン
さ
ん
(
東
京
都
た
 

防
医
学
協
会
)に
変
わ
っ
た
。
長
 

い
間
代
表
世
話
人
を
勤
め
て
お
 

ら
れ
た
益
子
さ
ん
は
、
一
身
上
 

の
つ
ご
う
に
よ
り
、
代
表
世
話
 

人
を
退
く
こ
と
に
な
つ
た
。
長
 

い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
 

た
。
 

ま
た
保
健
婦
部
会
は
、
保
健
 

衛
生
部
会
と
改
め
ら
れ
た
。
 

代
表
世
話
人
の
異
動
に
伴
 

い
、
保
健
婦
部
会
の
各
担
当
者
 

が
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。
 

保
健
婦
代
表
世
話
人
福
田
 

ジ
ュ
ン
(
東
京
都
予
防
医
学
協
 

、
帚
 

ズ
保
 会

ノ
 

1̂一
 

咅
、
 

会
、
企
画
調
整
会
委
員
)
 

常
任
世
話
人
中
島
三
枝
子
 

(
東
京
都
中
部
総
合
精
神
保
健
 

福
祉
セ
ン
タ
︱
、
留
任
)
 

世
話
人
玉
置
扶
美
代
(
横
浜
 

な̂
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
︱
、
留
任
)
 

編
集
委
員
小
林
ユ
キ
子
(
調
 

布
市
.特
別
養
護
老
人
ホ
︱
ム
 

開
設
準
備
室
、
留
任
)
 

竹
林
章
子
(
荒
川
区
が
ん
で
 

防
セ
ン
タ
I、
新
)
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
(
全
国
)
関
 

田
す
み
え
(
神
奈
川
県
労
働
衛
 

生
福
祉
協
会
、
新
)
 

研
修
委
員
(
全
国
)
玉
置
扶
 

美
代
(
横
浜
市
立
市
民
病
院
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
︱
、
留
任
)
 

時
間
は
年
々
減
少
し
、
ま
た
事
 

務
業
務
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
 

れ
は
事
務
の
合
理
化
と
職
務
分
 

担
の
明
確
化
に
よ
る
も
の
と
思
 

わ
れ
る
。
 

死
亡
率
の
変
化
 

全
が
ん
の
粗
死
亡
率
は
上
昇
 

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
胃
が
 

ん
の
占
め
る
割
合
に
は
大
き
な
 

変
化
は
な
い
。
年
齢
調
整
死
亡
 

率
で
み
る
と
女
性
の
胃
が
ん
は
 

減
少
傾
向
に
あ
り
、
比
較
的
高
 

齢
者
の
死
亡
が
多
い
。
男
性
に
 

は
特
徴
的
な
動
き
は
み
ら
れ
な
 

か
っ
た
。
 

胃
集
検
の
実
績
 

「
一
つ
の
文
明
、
一
つ
の
社
 

会
は
、
そ
れ
特
有
の
病
気
の
構
 

造
と
生
態
を
持
つ
」
と
い
わ
れ
 

て
い
る
。
 

入
類
と
疾
病
の
長
い
間
の
闞
 

い
の
歴
史
を
通
じ
て
-医
療
に
 

よ
つ
て
多
く
の
疾
病
が
制
圧
さ
 

れ
て
き
た
。
特
に
、
病
原
微
生
物
 

学
が
一
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
か
ら
 

発
展
し
、
細
菌
に
よ
る
疾
病
が
 

抗
生
物
質
な
ど
の
薬
で
治
す
こ
 

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
 

感
染
病
に
よ
る
患
者
は
減
少
 

し
、
そ
の
死
亡
は
劇
的
に
少
な
 

く
な
つ
た
。
し
か
し
、
入
の
い
る
 

と
こ
ろ
に
？
2
は
あ
る
。
 

人
間
は
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
 

病
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
病
み
 


